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国立国際美術館の概要

１．目的

　　　当館は、昭和５２年（１９７７年）に文化庁の施設等機関として設置された四つの国立美術館のうちの

一つで、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術作品、その他の資料を収

集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれらに関連する調査研究及び事業を行うことを目的として

いる。

　　　展覧事業については、常設展示と企画展示（特別展、企画展、共催展、近作展）の二本立てで運営している。

　　内容は、現代美術を中心に、日本美術の成立と発展が世界の美術のそれと密接な関係を有することを美術作品

　　の展覧を通じ、系統的具体的に明らかにするものである。また、日本と世界の現代美術の新しい動向をわかり

　　やすく展示している。

　　　資料の収集については、日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために必要な美術に関する作

　　品・その他の資料のうち、現代美術（主に１９４５年以降）を重点的に収集している。

　　　調査研究については、現代美術に関する基礎的調査研究、企画展示及び常設展示に関する調査研究のほか、

　　世界の現代美術界の動向等の調査研究も行っている。

　　　このほか、展覧事業の広報・普及、調査研究成果の公表、美術に関する講演会等の開催などの事業も行って

　　いる。

２．土地・建物

　　　建 面 積　　　　　４，４６９ ㎡
　　　延べ面積　　　　１０，９０２ ㎡
　　　展示面積　屋内　　３，６６８ ㎡
　　　　　　　　屋外　　１，３０９ ㎡

　　　　収蔵庫面積        　　３３２ ㎡
　３．定員　　　　　　　　　　　１６ 人
　４．予算　　５０１，３１０，４９０ 円（人件費を除く）
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ⅠⅠ　　業業務務運運営営のの効効率率化化にに関関すするる目目標標をを達達成成すするるたためめににととるるべべきき措措置置

中期計画

１　職員の意識改革を図るとともに、収蔵品の安全性の確保及び入館者へのサービスの向上を考慮しつつ、運営費交

付金を充当して行う事業については、国において実施されている行政コストの効率化を踏まえ、業務の効率化を進

め、中期目標の期間中、毎事業年度につき新規に追加される業務、拡充業務分等を除き１％の業務の効率化を図る。

　(1) 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化
　(2) 省エネルギー、廃棄物減量化、リサイクルの推進、ペーパレス化の推進
　(3) 講堂・セミナー室等を積極的に活用するなど施設の有効利用の推進
　(4) 外部委託の推進
　(5) 事務のＯＡ化の推進
　(6) 連絡システムの構築等による事務の効率化
　(7) 積極的な一般競争入札を導入
２  外部有識者も含めた事業評価の在り方について適宜、検討を行いつつ、年１回程度事業評価を実施し、その結果
は組織、事務、事業等の改善に反映させる。また、研修等を通じて職員の理解促進、意識や取り組みの改善を図っ

ていく。

○実　　績

１．業務の一元化

    　本部において、これまで行っている一元化に加え、情報公開制度の共通的な事務を一元化した。
２．省エネルギー等（リサイクル）

（１）光熱水量

      本館においては、これまで実戦してきた室温の年間常温（夏季２７℃、冬季２５℃）や廊下・階段などの消
灯によって、あらゆる場面での省エネルギーに対する職員の意識を確立しこまめに節電を行い経費節減を行

った。水道料については、平成１４年夏季は平年を上回る猛暑のため、屋外展示場にある池に藻が発生した

ため、例年より清掃が増えたためである。

        ア．電気　使用量   892,586kwh（前年度比  95.81％）  料金 23,294,850円（前年度比  93.95％）
        イ．水道　使用量     5,650 m３（前年度比 110.61％）  料金    965,587円（前年度比 105.09％）
　　　　ウ. ガス　使用量    395.71 m３（前年度比  83.84％）　料金     48,706円（前年度比  78.63％）
  （２）廃棄物処理量
　　　館内ＬＡＮの活用による職員周知文書や会議開催案内によりペーパーレス化を実施

        ア．一般廃棄物  10,340Kg（前年度比  97.34％）  料金 228,000円（前年度比  97.34％）
        イ．産業廃棄物     　0Kg（前年度比   －  ％）  料金       0円（前年度比   －  ％）
　（３）その他　古紙の再利用、ＯＡ機器のトナーカートリッジなどのリサイクルによる再生使用

３．施設の有効利用

    講堂の利用率  ３％　（１２日／３６５日）
      ・講演会         　　　　　　　 ３日
      ・ギャラリートーク       　　　 １日
      ・ワークショップ　　　　 　　　 ５日
　　　・フィルム上映・シンポジウム　　３日

４．外部委託

　　　下記の業務のほか今年度新たに、看視業務、庶務課業務、文書等運送業務の外部委託を実施した。

　１ 常駐警備業務　　　　　　６　情報システム保守業務
２ 機械警備業務 　　　　　７　電気機械設備運転業務

    　３ 清掃業務　　　　　　　 ８　ミュージアムショップ運営業務
　　　４ レストラン運営業務　　 ９　昇降機設備保全業務
　　　５　集配金取次業務

５．ＯＡ化

　　館内ＬＡＮの整備状況

      館内ＬＡＮを利用した情報の共有及びメールを利用した通知・連絡により、ペーパーレス化を図るとともに、
事務の効率化を図った。
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・紙の使用量　138,000枚　（前年度比　122.67％）
Ａ４判  127,500枚
Ａ３判　 16,500枚

６．一般競争入札

      　一般競争入札　０件（総契約件数  ５９件）
国際美術館では１４年度契約では一般競争入札に付す案件はなかった。

ただし、土地借料と陳列品購入費を除く。

　　　　美術館本来の業務に支障のない範囲内で、可能なものから外部委託に努めた。

７．評議員会，外部評価委員会

（１）評議員会

        ①開催回数  １回 (平成15年3月10日(月))
        ②議事内容  平成13年度事業報告、平成14年度年度計画(案)
　　　　　　　　　　平成14年度予算概要、その他(新館進捗状況の報告)
 ８．特記事項
  (1) 各美術館の共通的な事務の一元化による業務の効率化
        平成１４年度までに人事記録，給与計算事務の一元化，及び会計経理事務についても，予算配分案の作成，

会計システムの保守契約，保険契約の各館の共通的な契約事務を本部で行っており，平成１４年度も情報公開

制度の共通的な事務の一元化を行った。

　(4) 外部委託の推進
        平成１４年度からは看視業務の外部委託のほか、年度途中で退職した非常勤職員の後任や、これまで職員が

行っていた文書等運送業務についても外部委託を導入するなど、コスト面での積極的な効率化を目指した取組

を行った。これらの実践は評議員会に報告するとともに、聴取した意見を参考に館の運営に反映させていくこ

と。

　(5) 事務のＯＡ化の推進
　　　　平成１６年度新館への移転に向けて、館内の情報部会でさらなるＯＡ化の推進を検討していきたい。

　(6) 連絡システムの構築等による事務の効率化
        平成１６年度新館への移転に向けて館内ＬＡＮの再構築を行っていく。
　２　研修等を通じて職員の理解促進、意識や取り組みの改善

　　　則率行政法人特有の会計処理、消費税計算の概要の研修会を行い、職員の資質の向上を図った。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　「１％の業務の効率化」目標については、前年度に引き続き十分達成することができた。

　今年度より看視業務・庶務課事務（一部）・文書等運送業務を外部委託し、効率化を試みた。

　省エネルギーの電気料等については、館内職員に隅々まで効率化の精神が行き渡りその結果、予想以上の成果を

上げることができた。

【見直し又は改善を要する点】

　省エネルギーのペーパーレス化については、館内ＬＡＮの利用促進やコピー用紙の両面印刷などできる限り努力

を行ったが、美術館という性質上、広報普及活動等におけるペーパー使用量をおさえることが予想以上に困難で

あった。この点を今後も詳細分析し効率化を図りたい。

今年度より看視業務・庶務課事務（一部）・文書等運送業務を外部委託し、効率化を試みたが、一部の契約につ

いては、思った程経費節減に直結しなかったので、この点を今後見直していきたい。

今後も業務運営の改善可能な事項の見直しに努め、効率化を引き続き維持していく必要がある。

【計画を達成するために障害となっている点】

　本館においては、平成１６年度に新館への全館移転を控えており、現状での可能な限りの業務運営の効率化を実施

している状態である。

　新館移転対応と現館での美術館通常活動を職員一丸となって遂行している。

　このような状況下で効率化目標数値をクリアしている。

　しかし、平成１５年度からは移転事業が本格化し、全館あげて移転作業に従事しなければならない状況も予想され

る。
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ⅡⅡ　　国国民民にに対対ししてて提提供供すするるササーービビススそそのの他他のの業業務務のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標をを達達成成

すするるたためめににととるるべべきき措措置置
１．収集・保管
（１）美術作品の収集（購入・寄贈・寄託）の状況
中期計画

(1)-1 体系的・通史的にバランスのとれた収蔵品の蓄積を図る観点から、次に掲げる各館の収集方針に沿って、外部
有識者の意見等を踏まえ、適時適切な収集を図る。また、そのための情報収集を行う。

（国立国際美術館）

日本美術の発展と世界の美術との関連を明らかにするために、主に１９４５年以降の日本及び欧米の現代美術並び

に国際的に注目される国内外の同時代の美術を系統的に収集する。

(1)-2 収蔵品の体系的・通史的なバランスの観点から欠けている分野を中心に、寄贈・寄託品の受け入れを推進する
とともに、その積極的活用を図る。

○実　　績

１．購入    　２８５件
２．寄贈　　　　２１件

３．寄託　　　　２７件

４．陳列品購入費    予算額  ２１９，５９６，０００円    決算額  ２２０，７７１，９００円
５．特記事項

　寄贈・寄託は収蔵作品の欠落を補う有効な方法であり、積極的にその推進に努めたところであるが、今後

もさらにその推進方策を検討していきたい。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　中期計画の収集方針に基づき、収蔵品の欠落部分を補い、陳列を体系的に充実させるため、美術作品等選考委

員会及び評価委員会の審議を踏まえ、２８５点の美術作品を購入するとともに、寄贈作品についても同様の手続

きにより、当館にふさわしい作品として認められた２１点について、寄贈受入を行うなど着実に作品収集を行っ

た。

主な作品としては、洋画では、写真や版画をすでに収蔵している瑛九の最晩年の作品《泉》（１９５９）とそれに

先立つ作品《動物たち》（１９５６－５７）の２点を収蔵した。また、１９６０年代の美術動向を検証する意味で、

ダニエル・ビュレンの《定まらないフォルムの絵画》（１９６５）をはじめ、宇佐美圭司の《アクション・フィール

ド》（１９６４）と松谷武判の《繁殖６５－２４》（１９６５）を収蔵した。また、彫刻に分類しているが、絵画の問

題とも密接に関連する李禹煥の初期の作品《刻みより》（１９７０）を収蔵した。李との関係でいえば、狗巻賢二

の油彩や榎倉康二の写真を収蔵し、「もの派」周辺の作品を補完することができた。

彫刻では、すでにコラージュを多数収蔵しているクリストの初期のオブジェ《梱包された缶》（１９５８）をはじ

め、ライト・アートの第一人者であるダン・フレイヴィンの《無題（親愛なるマーゴ）》（１９８６）などを収蔵した。

また、近年収集を充実させている写真の分野では、マン・レイ《レイヨグラフ》（１９４０）ほか１１点、杉本博

司《バルト海、リューゲン島》（１９９６）３点組、ソフィ・カルらの作品を収蔵した。同様にデザインの分野では、

横尾忠則のポスターを２０３点、初期から近年のものまで収蔵した。

　さらに、当館で開催した展覧会の出品作から、福嶋敬恭、松井智恵、木村友紀、サニー・キム、O JUNらの作品
を収蔵した。

＊添付資料

① 収集した美術作品件数の推移（定量的数値推移一覧表　p.1）
② 寄託された美術作品件数の推移（定量的数値推移一覧表　p.2）
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（２）保管の状況

中期計画

(2)-1 国民共有の貴重な財産である美術作品を永く後世へ伝えるとともに、展示等の美術館活動の充実を図る観点か
ら、収蔵品を適切な環境で管理・保存する。また、保存体制の整備・充実を図る。

(2)-2 環境整備及び管理技術の向上に努めるとともに、展示作品の防災対策の推進・充実を図る。

○実　　績

１．温湿度

    ①展覧会場
      空調実施時間　　９：３０～１７：００
      温度  　夏季　２５℃、冬季　２０℃      湿度　　夏季、冬季　５０％

＊ 入館者が入ったときの温湿度管理について

　　　定期的な温湿度のデータ分析により、適宜対応している。

＊ ２４時間空調を行わない理由

　　　昼夜における温湿度の変化が小さいことと、現代美術という温湿度変化の影響を比較的受けにくい作

　　品が中心であるため。

    ②収蔵庫
　　　空調実施時間　　９：３０～１７：００

　　　温度    夏季、冬季　２２℃      湿度　　夏季、冬季　５５％
＊ ２４時間空調を行わない理由

　　　収蔵庫が地階にあり、昼夜における温湿度の変化が小さく、作品に与える影響が少ないため。

２．照明　　　　館内数十ヶ所で継続的な調査を行い、必要に応じた改善を行っている。

３．空気汚染　　館内数十ヶ所で継続的な調査を行い、必要に応じた改善を行っている。

４．防災　　　　監視カメラの設置及び警備員による定期巡回等、必要に応じた対策を行っている。

５．防犯　　　　監視カメラの設置及び警備員による定期巡回等、必要に応じた対策を行っている。

６．特記事項

　　①保存カルテ作成件数

　　　　０　件

②評価結果に対する対応

　年間を通じた適正な温湿度の管理により、作品の保存環境の整備に努めている。また、保存カルテの作

成についても、継続的に検討していきたい。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　当館では、現代美術という温湿度変化の影響を比較的受けにくい作品が中心であることと、収蔵庫が地階にある

ため昼夜における温湿度の変化も小さいことから、２４時間空調は行っていないが、定期的な温湿度のデータ分析

により、適正な保存環境の維持に努めている。

【見直し又は改善を要する点】

　現施設における空調設備の監視装置が老朽化しており、温湿度の管理は有人監視による管理を行っている。新

館移転を控え装置の機器更新は行っておらず、現状の装置で無人運転（２４時間空調）の監視を行うには制御機

能の信頼性に欠け、機器の焼損による火災が懸念されることから２４時間空調は行っていないが、作品に応じた

展示・保存方法等については、さらに検討したいと考えている。
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（３）修理の状況

中期計画

(3)-1 修理、保存処理を要する収蔵品等については、保存科学の専門家等との連携の下、修理、保存処理計画をたて、
各館の修理施設等において以下のとおり実施する。

① 緊急に修理を必要とする収蔵品のうち、緊急性の高いものから各分野ごとに計画的に修理を実施。
② 伝統的な修理技術とともに科学的な保存技術を取り入れて実施。

 (3)-2 国内外の博物館等の修理、保存処理の充実に寄与する。

○実　　績

１．水彩・素描       １件
版画             ３件

　　彫刻             ５件
２．決算額　　４，４１２，６５４円

３．修理経費    予算額５，４４８，０００円    決算額  ５，１９２，２０４円
４．特記事項

①データベース化

　　修理内容の記録はあるが、データベース化については今後に向け検討していきたい。

②修理業者への指導

　修理方法等について、研究員が専門的立場から指導を行っている。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

中期計画に基づき、緊急に修理を必要とするものから計画的に修理を行った。

【見直し又は改善を要する点】

これまでの修理点数も少ないことから、データベース化には至っていないが必要性は認識しており、限られた

人員の中での対応を含め、今後に向けて検討していきたい。

　また、現代美術に用いられる素材が多岐にわたっているため、保存・修復の専門家との連携強化を図りたいと

考えている。

＊添付資料

　修理した美術作品の点数（定量的数値推移一覧表　p.3）
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２．公衆への観覧

（１）展覧会の状況

中期計画

(1)-1 国民のニーズ、学術的動向等を踏まえ、各館において魅力ある質の高い常設展・企画展や企画上映を実施する。
(1)-2 常設展においては、国立美術館の各館の特色を十分に発揮したものとするとともに、最新の研究結果を基に、
美術に関する理解の促進に寄与する展示を実施する。

(1)-3 企画展等においては、積年の研究成果の発表や時機に合わせた展示を企画し、学術水準の向上に寄与するとと
もに、国民のニーズに対応した展示を実施する。企画展等の開催回数は概ね以下のとおりとする。なお、実施にあ

たっては、国内外の美術館及びその他の関連施設と連携を図るとともに、国際文化交流の推進に配慮する。

（国立国際美術館）

  年５～６回程度
(1)-4 展覧会を開催するにあたっては、開催目的、期待する成果、学術的意義を明確にし、専門家等からの意見を聞
くとともに、入館者に対するアンケート調査を実施、そのニーズや満足度を分析し、それらを展覧会に反映させる

ことにより、常に魅力あるものとなるよう努力する。

(1)-5各館の連携による共同企画展、巡回展等の実施について検討し推進する。
(1)-6 収蔵品の効果的活用、地方における鑑賞機会の充実を図る観点から、全国の公私立美術館等と連携協力して、
地方巡回展を実施する。

なお、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の入館者数となるよう努める。

また、公立文化施設等と連携協力して、収蔵映画による優秀映画鑑賞会を実施する。

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設に対し、貸与
等を積極的に推進する。

(3) 入館者数については、各館で行う展覧会ごとに、その開催目的、想定する対象層、実施内容、学術的意義、良好
な観覧環境、広報活動、過去の入館者数の状況等を踏まえて目標を設定し、その達成に努める。

○実    績（総括表）
１．常設展

       展示替  ４ 回
２．特別展・共催展・企画展   ６ 回
    中期計画記載回数：年５～６回
  　　①「福嶋敬恭　こころの中のこころ　ＭＩＮＤ　ＯＦ　ＵＮＩＶＥＲＳＥ」展
  　　②「イタリア抽象絵画の巨匠　アフロ　ブッリ　フォンタナ」展
　　　③ 「いま、話そう　日韓現代美術展」
　　　④「２０世紀版画の巨匠　浜口陽三展」

　　　⑤「畠山直哉写真展」

　　　⑥「現代美術への視点　連続と侵犯」

３．入館者数  ５０，０９０人（目標入場者数  ４９，０００人）
４．海外交流展     １ 回
　　　①「目撃者：安斎」展    １，７００人
５．展覧会開催経費    予算額  ９７，７５５，０００円    決算額  １０５，７９６，５１７円
６．特記事項

　現代美術という集客に結びつきにくい分野ではあるが、企画・内容等に工夫を凝らし、広く国民に優れた

美術作品を観覧する機会を与えるよう努めた。特に常設展では、今年度よりテーマを設定した特集展示を行

うなど、可能な限り多くの所蔵品を紹介するよう努めた。

　また、各展覧会ごとの広報活動はもちろんのこと、小中学生の観覧料金無料化ポスターを独自に作成し、

当館のみならず美術館全体の広報を行い、入館者数の増加に努めた。
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○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　年度計画に基づき、４回の常設展と６回の特別展・共催展・企画展に加え、海外交流展を１回実施した。常設展

においては、テーマを特定した特集展示を行い展示に工夫を加えたが、好評であったので今後も続けたいと考えて

いる。また、特別展・共催展・企画展においては、我が国のみならず「イタリア抽象絵画の巨匠　アフロ　ブッリ

フォンタナ」展、「日韓現代美術展」など、海外の作家も積極的に紹介するよう努めた。さらに、日本の作家を海外

に紹介する試みとして、ポーランドの美術館と協力して写真家安斎重男の展覧会を開催したが、好評であったので今

後も折を見て、日本の作家を海外に紹介したいと考えている。

【見直し又は改善を要する点】

　入館者数については、目標入場者数をわずかに上回っただけであったので、より効果的な広報・宣伝活動を検討す

るなど、今後も継続的に取り組んでいきたい。

＊添付資料

　①入館者数の推移（定量的数値推移一覧表　p.4）
②入場料収入の推移（定量的数値推移一覧表　p.7）
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「常設展」

○方　　針

　受託品を含む館蔵品の中から定期的に展示替えを行い、第二次世界大戦後の日本及び欧米の現代美術について、

可能な限り多くの作品を紹介することを目的としている。

○実　　績

１．開会期間

　　　①平成１３年１２月２０日～平成１４年　４月　２日（８３日間／うち平成１４年度１日間）

　　　②平成１４年　４月　４日～平成１４年　６月　２日（５３日間）

　　　③平成１４年　６月　６日～平成１４年　９月１７日（９０日間）

　　　④平成１４年　９月１９日～平成１４年１２月２７日（８６日間）

　　　⑤平成１５年　１月　９日～平成１５年　４月　１日（７２日間）

                                             　　　　計　３８４日間（平成１４年度合計　３０２日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常設展のみの開催期間　５５日間）

２．会    場
　　　地階、１階、２階展示場

３．出品点数

　　　①　　１２６件

　　　②　　　９１件

　　　③　　　８４件

　　　④　　１３５件

　　　⑤　　　６７件

　　　　延　５０３件

４．入館者数

　　　５０，０９０人（目標入場者数　４９，０００人）

　　　　うち常設展のみの入館者数　　２，９６５人（目標入場者数　２，０００人）

５．入場料金

　　　大人４２０円、大学・高校生１３０円、大人（団体）２１０円、大学・高校生（団体）７０円

６．入場料収入

　　（常設展のみの入場料収入の合計　４０８，３７０円）（目標入場料収入　３１１，０００円）

７．決算額　２，０６５，０００円

７．アンケート調査（企画展等のアンケートに含めて実施している。）

　　　（①については平成１３年度開催分であり、常設展に関するアンケートは実施していない。）

　　　調査期間　②平成１４年　４月２５日～平成１４年　４月２８日（４日間）

　　　　　　　　③平成１４年　６月２０日～平成１４年　６月２３日（４日間）

　　　　　　　　④平成１４年１０月１０日～平成１４年１０月１３日（４日間）

　　　　　　　　⑤平成１５年　１月２３日～平成１５年　１月２６日（４日間）

　　　調査方法　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

　　　アンケート回収数　②　４３９件

③ ４８６件

④ ４０６件

⑤ ３０３件

　　　アンケート結果　②・良い　４４％（１９４件）・普通　４２％（１８５件）・悪い　９％（３９件）

　　　　　　　　　　　③・良い　５０％（２４３件）・普通　４０％（１９６件）・悪い　５％（２３件）

　　　　　　　　　　　④・良い　３２％（１２８件）・普通　４６％（１８６件）・悪い　９％（３５件）

　　　　　　　　　　　⑤・良い　４８％（１４６件）・普通　４１％（１２５件）・悪い　５％（１５件）

８．特記事項

　　　常設展の充実を図るため、テーマを設定して特集展示を行うなど、企画・内容等について検討を行い、可能
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　　な限り多くの所蔵品を紹介するよう努めた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

年間を通じ、当館の所蔵品を常設展示として広く一般の観覧に供している。年間４回程度の展示替えを行うこと

で、より多くの作品を展示することを心がけているが、さらに、現代美術は難解であるとの声に積極的に対応する

ために、６月開催分からテーマを設定して特集展示も行った。具体的には「日本のネオ・ダダ」「写真コレクション」

「美術と物語」と題し、それぞれ１９６０年代の日本の現代美術の様相、２０世紀における写真表現の展開、１９８

０年代以降の絵画の様相をテーマとした特集展示を行ったが、これら特集展示は、観覧者の現代美術への理解の

助けになるばかりでなく、このような展示を通して、観覧者が当館の作品収蔵方針を明確に理解できる点においても

好評であったので、今後も続けたいと考えている。
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「福嶋敬恭　こころの中のこころ　MIND  OF  UNIVERSE」展（企画展）
○方　　針

　福嶋敬恭は、その実績や作品に対する高い評価が定着しているにもかかわらず、活動の拠点を関西に置いている

こともあって全国的には認知度の低い作家であり、彼の３０余年におよぶ創作活動の軌跡を、初期の作品から近作ま

でを紹介することで、作家の一貫した造形理念と問題意識の核心に迫るとともに、彼の活動を本格的に紹介し、再評

価を求める契機とすることを目的とした。

　また、現代美術に対する新しい世代のファン層を掘り起こすという点からも、展示方法等に工夫を凝らし、来館

者の興味を引く展示になるよう考えた。

○実　　績

１．開会期間　  平成１４年　４月１１日～平成１４年　５月２８日（４３日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館
　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　３３件

５．入館者数　　６，２２９人（目標入場者数　４，０００人）

　万博公園内に位置することから、行楽に適した時期に展覧会が開催されたこと、会期中に無料入館日

が４回あったこと、体験型の作品展示があったことなどが、目標を大幅に上回った理由と考えられる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学・高校生１３０円、大人（団体）２１０円、大学・高校生（団体）７０円

７．入場料収入　７１１，８２０円（目標入場料収入　６２２，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　　　１９６０年代以降おもに関西を拠点として、さまざまな素材によるユニークな立体造形や平面作品など、幅

　　広い創作活動を展開している美術家福嶋敬恭（１９４０年鳥取県生まれ）の初期作品から近作までを紹介した。

１０．講演会等

         ４回　　参加人数　２７７人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　日本経済新聞　　　　４月１８日（夕）

　　　　京都新聞　　　　　　４月２０日　　　　　　　深萱真穂

　　　　読売新聞　　　　　　５月　８日（夕）　　　　木村未来

　　　　産経新聞　　　　　　５月１５日（夕）　　　　（早）

　　　　神戸新聞　　　　　　５月１８日　　　　　　　三上喜美男

　　　　文化庁月報　　　　　４月号　　　　　　　　　安來正博

　　　　月刊マナビイ　　　　４月号　　　　　　　　　安來正博

　　　　月刊ギャラリー　　　４月号

　　　　月刊ギャラリー　　　５月号　　　　　　　　　作家インタビュー

　　　　ぴあ　　　　　　　　4／22、5／7、5／20 号
１３．アンケート調査

①調査期間     平成１４年　４月２５日～平成１４年　４月２８日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　４３９件

④アンケート結果　・良い　４５％（１９６件）・普通　３９％（１７１件）・悪い　１３％（５５件）

１４．特記事項

　　　　作品のコンセプト自体は、美術の空間性をテーマにした難解なものであったが、鑑賞者が親しみを持てる

　　　よう作品の選定、展示方法を考慮した。

　　　　広報活動としては、雑誌｢月刊ギャラリー｣の表紙と特集企画に取り上げられたことが大きく、これにより

　　　全国的な広報活動が行えたものと考える。



                                                                            （国立国際美術館）

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

今回の展示作品の中に、直径２m長さ１２mのトンネル状の作品があり、鑑賞者が靴を脱いで通りぬけできたこ
とから子供たちにも大変好評であり、現代美術作品になじみの薄かった人たちにも、美術鑑賞の楽しさ、現代美術

の面白さをストレートに伝えることができた。

また、会期中に作家のフィルム作品の上映会も行い、多面的な創作活動を検証しながら、イベントとしても楽し

める企画となった。作家を招いての講演会でも、作家自身による非常に平易な表現での作品解説とともに、創作活

動の背景についての興味深い話を聞くことができ好評であった。

【見直し又は改善を要する点】

作品解説のキャプション等について、もう少しわかりやすいものに工夫すべきであったことと、展示室の照明調

整に制約があったことから、照度を自由に設定できなかったことが惜しまれるため、今後に向け改善を検討していき

たい。



                                                                            （国立国際美術館）

「イタリア抽象絵画の巨匠　アフロ　ブッリ　フォンタナ」展（企画展）

○方　　針

　これまで戦後イタリア美術の紹介は、表現手法の突出した作家の紹介が中心になされてきたが、今回は、アフロ

という詩情豊かな戦後第一世代の抽象作品を加えることによって、イタリア戦後抽象の多様な展開を十全に紹介し、

これまでの前衛的な表現一辺倒の戦後イタリア美術の評価の再考を促すとともに、広く世界の戦後の美術史に与えた

影響を検証する試みであった。

○実　　績

１．開会期間　  平成１４年　６月　６日～平成１４年　７月２１日（４０日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館、イタリア外務省文化推進局、「日本におけるイタリア２００１年」財団
　　後　  援　　外務省、在日イタリア大使館
　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
　　協　  力　　アフロ資料館、パラッツォ・アルビッツィーニ・ブッリ・コレクション財団、
　　　　　　　　ルチオ・フォンタナ財団

４．出品点数　　６５件

５．入館者数　　５，６２５人（目標入場者数　　４０００人）

　「日本におけるイタリア２００１年」関連企画として、イタリア外務省他の政府関係機関による宣伝協力

　が得られたこと、出品作家の多い展覧会であったこと、当館主任研究官が中学校に出向き、総合学習の

　時間に展覧会の説明を行ったこともあって、学校単位での観覧者が多かったことが、目標を上回った理

　由と考えられる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学・高校生１３０円、大人（団体）２１０円、大学・高校生（団体）７０円

７．入場料収入　７９８，２９０円（目標入場料収入　６２２，０００円）

８．担当した研究員数　　　　１人

９．展覧会の内容

　　　１９４０年代後半から１９６０年代の世界の美術の流れにおいて、重要な役割を果たしたイタリアの３人の

　　画家を紹介するとともに、多様な展開をみせた戦後イタリア美術の一断面を紹介した。

１０．講演会等

         ２回    参加人数　１６５人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　日本経済新聞　　　　　　　６月１０日（夕）　　加藤義夫

　　　　神戸新聞　　　　　　　　　７月　２日　　　　　三上喜美男

　　　　読売新聞　　　　　　　　　７月　２日（夕）　　木村未来

　　　　産経新聞　　　　　　　　　７月　３日（夕）　　早瀬廣美

　　　　THE DAILY YOMIURI　  ７月１０日
　　　　Herald Tribune The Asahi Shimbum
　　　　　　　　　　　　　　　　　７月１３日

　　　　しんぶん赤旗　　　　　　　７月１６日　　　　　中井康之

　　　　新美術新聞　　　　　　　　６月１１日号

　　　　ぴあ関西版　　　　　　　　７月　１日号　　　　山下里加

１３．アンケート調査



                                                                            （国立国際美術館）

①調査期間     平成１４年　６月２０日～平成１４年　６月２３日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　４８６件

④アンケート結果　・良い　６０％（２９１件）・普通　３３％（１５８件）・悪い　５％（２２件）

１４．特記事項

　　　戦後イタリア美術を紹介するためには、先鋭的な技法を用いている作家達を紹介するのがこれまでの常套的

　　な手法であったが、今回は、詩情的な抽象画家を加えることによって、その多様な一面を紹介した。

　　　また、中学校の総合学習として美術鑑賞教育を実施している中学校に出向き、質疑応答を受ける形で、今回

　　の「イタリア抽象絵画展」ばかりでなく、広く抽象絵画全般にわたる解説を行った。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

上記のような方針で展覧会を試みることによって、一般の美術愛好家にも興味を持っていただくと同時に、専門の

研究者に対しても、これまでの前衛的な表現一辺倒の戦後イタリア美術の評価の再考を促す展覧会となった。

【見直し又は改善を要する点】

　児童生徒に抽象絵画を理解してもらう一つの手段として、総合学習の時間に一部の中学校で作品解説を試みたが、

より多くの学童への普及を考えるには、図工・美術教諭へのティーチャーズ・ガイドを製作したり、あるいは当館

が導入しようとしているインターンシップ・スタッフなどによって解説を行うなど、効果的な普及活動について検討

したい。



                                                                            （国立国際美術館）

「いま、話そう　日韓現代美術展」（特別展）

○方　　針

　９０年代を中心に活躍した作家から、日韓各６名ずつ選定。作品のジャンルは平面の他、ビデオを用いたインス

タレーションも含めて多様な表現を目指した。とりわけ、今回はあらかじめの取り決めにより、女性の作家達に注目

し、女性の側からの芸術へのアプローチを探った。国籍や性の違いによる既成の概念にとらわれることなく、個々の

作家活動に注目し、彼女らの優れた制作がいかに私たち見る者を攪乱し、静かな衝撃を与えながら、世界の見方を変

えて行くのか、といった点を重視しつつ、作家・作品選定を行い展示した。

○実　　績

１．開会期間　  平成１４年　８月　１日～平成１４年　９月１０日（３６日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館、韓国国立現代美術館、（財）ダイキン工業現代美術振興財団
　　協    力　　国際交流基金、旭硝子株式会社
４．出品点数　　１１０件

５．入館者数　　５，１０７人（目標入場者数　５，０００人）

　目標入場者数とほぼ同数の入館者数であったが、ワールドカップ終了後の猛暑期間の開催であったこと

と、過去の韓国展の実績から比して、悪い数字ではなかったと考えられる。

６．入場料金　　大人８３０円、大学・高校生４５０円、大人（団体）５６０円、大学・高校生（団体）２５０円

７．入場料収入　１，２４６，４９０円（目標入場料収入　１，５５６，０００円）

８．担当した研究員数　　２人

９．展覧会の内容

　　　　日本と韓国で現在活躍中の女性作家各６名ずつ、計１２名によるグループ展。２００２ＦＩＦＡワール

　　　ドカップの共同開催に際し、日韓国民交流年記念事業の一環として、日韓の相互理解がより一層深まるこ

　　　とを願いつつ企画した。

１０．講演会等

　　　　２回       参加人数　１２０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　統一日報　　　　　　　８月　１日

　　　　朝日新聞　　　　　　　８月　８日

　　　　神戸新聞　　　　　　　８月　９日　　　　　　三上喜美男

　　　　毎日新聞　　　　　　　８月１５日（夕）　　　岸　桂子

　　　　産経新聞　　　　　　　８月１９日（夕）　　　早瀬廣美

　　　　共同新聞　　　　　　　８月２０日

　　　　日本経済新聞　　　　　８月２２日（夕）　　　中野　稔

　　　　朝日新聞　　　　　　　８月３０日（夕）

　　　　京都新聞　　　　　　　８月３１日　　　　　　深萱真穂

　　　　読売新聞　　　　　　　９月　４日（夕）　　　木村未来

　　　　朝日新聞　　　　　　　９月　５日　　　　　　森本俊司

　　　　Cabiネット　  　　　　７月１５日号
　　　　文化庁月報　　　　　　７月号

　　　　Manabee News　　　　  Ｎｏ．１４



                                                                            （国立国際美術館）

　　　　美術手帖　　　　　　　８月号

　　　　Lmagagine  　　　　　 Ｎｏ．３１０
　　　　書道界　　　　　　　　８月号

　　　　ともも　　　　　　　　Ｎｏ．１３

　　　　ぴあ関西版　　　　　　８月　９日号　　　　　山下里加

　　　　KANSAI TIME OUT　 August
　　　　月刊韓国文化　　　　　９月号

　　　　埼玉県近代美術館ニュース秋号　　　　　　　　Ｙ．Ｍ．

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１４年　８月２２日～平成１４年　８月２５日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　３２８件

④アンケート結果　・良い　５３％（１７３件）・普通　３８％（１２６件）・悪い　８％（２５件）

１４．特記事項

　　　開催日程が夏休み期間と重なることも考慮して、小学校低学年にも分かりやすい解説を会場で無料配布し、

　　カタログとは別に各作家・作品について解説した小冊子も作成し、これも無料配布を行った。子供から大人ま

　　で親しんでもらえるよう、出品作家の提案を受けて会場の外に塗り絵のコーナーを設け、韓国で実施した塗り

　　絵と並べて会期中ホールに一部を展示した。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

日本と韓国の９０年代以降の現代美術の一側面を提示するという意味で、これまでにあまり紹介されていない作家

の優れた表現を取り上げ、実り豊かな成果が得られたと考える。特に日本側の６名の作家達は、これまで韓国で紹介

されたことがなかったため、当地での注目度が高かった。また韓国の作家についても、伝統的な手法を用いる作家と

は異なる人選であったため、韓国美術についての新鮮な印象が得られた。

　また、パートナーとなった韓国国立現代美術館と国立国際美術館が、企画段階から協同作業に直接関わり、作家や

学芸員の人的交流も活発に行われ、今後の展望も含めて有意義な催しとなった。



                                                                            （国立国際美術館）

「２０世紀版画の巨匠　浜口陽三展」（共催展）

○方　　針

　従来の「浜口陽三」の芸術に、「東洋的美意識」をみるばかりでなく、浜口の残した多くのデッサン、試し刷り

を、その完成作品と一緒に展覧することによって、鑑賞者に実証的に、浜口芸術が結実した過程を見せることを、

今回の展覧会の基本的な方針として取り組んだ。また、同時に、これまで知られることの少なかった滞欧時代の浜

口に対する評価を、多くの資料を提示することによって明らかにするところにあった。

○実　　績

１．開会期間　　平成１４年　９月１９日～平成１４年１０月２７日（３４日間）

２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館、日本経済新聞社
　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　２７０件

５．入館者数　　７，３０９人（目標入場者数　　２０，０００人）

　本展覧会は、日本経済新聞社との共催事業であったが、同社の当初目標入場者数に見合うだけの宣伝が

欠けていた点が、目標数に到達しなかった主な要因である。

６．入場料金　　大人１２００円、大学・高校生８００円、

　　　　　　　　大人（団体）１０００円、大学・高校生（団体）６００円

　　　　　　　　大人（前売）１０００円、大学・高校生（前売）６００円

７．入場料収入　９００，９４０円（目標入場料収入　３，１１１，０００円）

８．担当した研究員数　　２人

９．展覧会の内容

２００２年１２月に浜口陽三が亡くなって以降、初めての本格的な回顧展であると同時に、作家が手元に残

していた、版画作品の試し刷り、下描き、アイディアスケッチ、デッサン、クロッキーなど、これまで殆ど公

開されることのなかった資料を同時に展覧した。

１０．講演会等

         ２回         参加人数　１４０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　日本経済新聞　　　　　　９月　３日（社告）

　　　　日本経済新聞　　　　　　９月１９日（夕）

　　　　染色新報　　　　　　　　９月２６日

　　　　神戸新聞　　　　　　　　９月２８日　　　　　　（無署名）

　　　　朝日新聞　　　　　　　　９月２８日（夕）　　　森本俊司

　　　　日本経済新聞　　　　　　９月２８日（夕）　　　中野　稔

　　　　河北新報　　　　　　　１０月　６日

　　　　日本経済新聞　　　　　１０月１０日（夕）　　　加藤義夫

　　　　毎日新聞　　　　　　　１０月１１日（夕）　　　岸　桂子

　　　　産経新聞　　　　　　　１０月２３日（夕）　　　早瀬廣美

　　　　読売新聞　　　　　　　１０月２４日（夕）　　　木村未来

　　　　文化庁月報　　　　　　　９月号　　　　　　　　中井康之

　　　　メイプル　　　　　　　１１月号



                                                                            （国立国際美術館）

　　　　てんぴょう　　　　　　014号/2003年冬号　　　　藤田令伊
　　　　フェルメール美術館　　http:www4.ocn.ne.jp/~artart/index.html
１３．アンケート調査

①調査期間     平成１４年１０月１０日～平成１４年１０月１３日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　４０６件

④アンケート結果　・良い　３２％（１２８件）・普通　４６％（１８６件）・悪い　９％（３５件）

１４．特記事項

　　　今回、浜口の没後はじめての本格的な展覧会を企画するにあたり、初期から晩年に至る作品だけでなく、作

　　家がアトリエに残した多くのデッサン、試し刷りといった未公開の作品資料を同時に展観することによって、

　　浜口芸術がどのように成立していったのかを実証的に検証できるよう努めたが、入館者数については目標数値

　　に到達しなかった。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

今回の展覧会では、これまで研究者に対しても知られることの少なかった、未公開の多くのデッサンや試し刷り

を、完成した作品と一緒に展覧することによって、一般の鑑賞者に興味を持っていただくと同時に、専門の研究者

にも貴重な資料を提示できる貴重な機会となった。特に、浜口が具体的な作品の為ではなく、自分の研究として残

した色彩と形による秀作類が、多くの方々に知られざる浜口として受け取られた。また、浜口芸術が結実したと思

われる、第二期パリ時代の文献資料などを可能な限り編集し、同展図録に収録したことによって、従来知られること

の少なかった滞欧時代の浜口芸術を研究するための基礎資料を提供することもできた。

　さらに、今回の展覧会を皮切りに、当館が企画した「浜口陽三展」の巡回が行われ、当館所蔵の２７０点にのぼ

る浜口作品が、国内４ヶ所の美術館において観覧に供されることとなり、浜口を広く紹介する絶好の機会となった。

【見直し又は改善を要する点】

今回は、浜口を取り上げた当館での本格的な企画展としては二度目の展覧会となる。多くの資料を提示すること

によって前回の「浜口展」とは異なる展示であったが、広報の大部分を共催する新聞社に頼り過ぎていたため、その

ことを上手く広報できなかったことが、目標入場者数に達しなかった一因であるかもしれない。共催者との広報の役

割分担についての取り決めなど、今後の課題として検討していきたい。



                                                                            （国立国際美術館）

「畠山直哉写真展」（企画展）

○方　　針

　現代日本の写真は近年、海外で注目を集めている。なかでも畠山直哉はその筆頭で、日本で個展を開催する絶好

の時期であった。

　また、畠山は「写真とは何か」という原点に、絶えず立ち返って自分の写真を撮り続けている写真家で、デジタ

ル時代へと移行している写真界の現状に、一石を投じる意味もあった。

　本展覧会の対象とした層は、現代写真に関心のある若い世代を中心にしながらも、広く美術に関心のある人々を

も念頭に置いた。

○実　　績

１．開会期間　  平成１４年１１月　７日～平成１４年１２月１７日（３６日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館
　　協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団
４．出品点数　　８０件

５．入館者数　　６，９６３人（目標入場者数　　４，０００人）

　　写真展ということもあって、事前広報のターゲットが絞りやすく、広い年齢層に受け入れられたこと

が、目標入場者数を大幅に上回った理由と考えられる。

６．入場料金　　大人４２０円、大学・高校生１３０円、大人（団体）２１０円、大学・高校生（団体）７０円

７．入場料収入　８６５，６００円（目標入場料収入　６２２，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　　　　国内外で活躍著しい写真家、畠山直哉（１９５８年岩手県生まれ）の個展。初期から新作までを簡潔に

　　　網羅して紹介した。

１０．講演会等

         ３回         参加人数　　５００人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　artscape　　　　　　　　　８月～９月　　　　　　木戸英行
　　　　産経新聞　　　　　　　　　８月１１日東京版　　　島　敦彦

　　　　読売新聞　　　　　　　　　８月２５日　　　　　　前

　　　　朝日新聞　　　　　　　　　９月　４日（夕）　　　田中三蔵

　　　　ギャラリー　　　　　　　　９月号

　　　　文化庁月報　　　　　　　１０月号　　　　　　　　島　敦彦

　　　　エスクァイア日本版　　　１０月号　　　　　　　　青野尚子

　　　　Fresheye　　　  　　　　１０月１８日号　　　　　今野裕一
　　　　てんぴょう　　　　　　　秋号　　　　　　　　　　和田浩一

　　　　Kansai Scene　　　　　　１１月号
　　　　Pen　　　　　　 　　　　１０月　１日号　　　　　川上典李子
　　　　ストリート・アートナビ　１１月　７日　　　　　　中田耕志

　　　　芸術公論　　　　　　　　１１月号

　　　　神戸新聞　　　　　　　　１１月１５日　　　　　　三上喜美男
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　　　　京都新聞　　　　　　　　１１月１６日　　　　　　深萱真穂

　　　　ぴあ関西版　　　　　　　１１月１８日号　　　　　山下里加

　　　　Kansai Time Out　　　　１１月号　　　　　　　　Christopher Stephens
　　　　ＡＥＲＡ　　　　　　　　１１月２５日号　　　　　原　久子

　　　　日経新聞　　　　　　　　１１月２６日　　　　　　高梨　豊

　　　　日経新聞　　　　　　　　１１月２８日（夕）

　　　　朝日新聞　　　　　　　　１１月２８日（夕）　　　森本俊司

　　　　アサヒカメラ　　　　　　１２月号　　　　　　　　飯沢耕太郎

　　　　The Daily Yomiuri　　 　１２月　４日
　　　　産経新聞　　　　　　　　１２月　４日（夕）　　　早瀬廣美

　　　　毎日新聞　　　　　　　　１２月　６日（夕）　　　岸　桂子

　　　　ぴあ関西版　　　　　　　１２月１６日号　　　　　古川　誠

　　　　AIT news　　　　　　　 １２月２５日　　　　　　日高　優
　　　　美術手帖　　　　　　　　　１月号　　　　　　　　佐藤守弘

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１４年１１月　８日～平成１４年１１月１１日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　５７０件

④アンケート結果　・良い　６６％（３７５件）・普通　２６％（１５１件）・悪い　３％（１６件）

１４．特記事項

　　　畠山直哉の写真は見た目に難解なところがなく、むしろ写真と現代社会との関係や接点を探るものである。

　　　撮られた写真はどちらかといえば、見慣れない光景が多いが、不思議な魅力と美しさをたたえて、観客を引

　　きつけた。また、写真への関心層が老若男女を問わず幅広いため、写真関連のギャラリーや専門学校・大学な

　　どへの広報活動を積極的に行った。その結果、個人だけでなく学生の団体の来館も目立った。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

４０歳代の写真家の個展は日本の美術館では珍しく、写真の関心層に幅広く受け入れられた。巡回先の岩手県立

美術館と協同して作成した図録についても、コンパクトな体裁で楽しく親しんでもらえた。

【見直し又は改善を要する点】

展示室の照明が、機器の不備や室内の構造上の問題から、必ずしもベストとはいえなかったのが惜しまれた。

今後の課題として検討していきたい。



                                                                            （国立国際美術館）

「現代美術への視点　連続と侵犯」展（特別展）

○方　　針

　本展は、「連続と侵犯」というタイトルのもと、美術の歴史に連なりつつまたそこへの侵犯を画策するという困難

を正面から受けとめ、転換期のスリルを予感させながら、いま、充実した仕事を繰り広げている10作家の作品を見
るものである。それらの作品は、「つくること（creation/fiction）」「コミュニケーション」「共通感覚的体験」とい
う互いに密接に関連し合う３つの観点から選ばれた。

○実　　績

１．開会期間　  平成１５年　１月１６日～平成１５年　３月２３日（５８日間）
２．会    場　　国立国際美術館
３．主    催　　国立国際美術館、東京国立近代美術館、（財）ダイキン工業現代美術振興財団
　　協    力　　日本航空、中部電磁器工業株式会社
４．出品点数　　４３件

５．入館者数　　１５，８９２人（目標入場者数　　１０，０００人）

絵画・彫刻といった伝統的なスタイルの作品だけでなく、音響、ビデオ、インスタレーションなど多岐に渡

　　る表現方法の作品が並んだこと、東京国立近代美術館からの巡回ではあったが、いくつかの作品が東京とは異

　　なるインスタレーションとなり、当館の建物の特性を生かした展示が実現し、東京展と趣の異なる展覧会とする

ことに成功したこと、会期中の３月１６日が万博公園無料デーで、来館者に向けての抽選会イベントを実施する

などの積極的な広報活動が実り、広い層の人々の来館があったことが、目標入場者数を大幅に上回った理由と

考えられる。

６．入場料金　　大人８３０円、大学・高校生４５０円、大人（団体）５６０円、大学・高校生（団体）２５０円

７．入場料収入　　２，４１６，３４０円（目標入場料収入　　１，５５６，０００円）

８．担当した研究員数　　１人

９．展覧会の内容

　　　　本展は、東京国立近代美術館において１９８４年以来企画されてきた「現代美術への視点」シリーズの

第５回目にあたるもので、当館との共同開催の展覧会であった。出品された作品の方法は、インスタレーショ

ン、立体、絵画、写真、ビデオ、音響など多様ではあったが、皆、美術の根源にある、つくること、そして見

せることについての深い問いかけの結果としてあり、その開放的なあり方は知的刺激に富み、また、さまざま

な角度から楽しめるものでもあった。

１０．講演会等

         ２回         参加人数　　１０５人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　（東京展のみに触れた記事は割愛）

毎日新聞　　　　　　　１月２２日（夕）　　　　　井辺サヤカ

　　　　日本経済新聞　　　　　２月１日（夕）　　　　　  中野稔
　　　　朝日新聞　　　　　　　２月１５日（夕）　　　　　森本俊司

　　　　京都新聞　　　　　　　２月２２日　　　　　　　　太田垣實

　　　　読売新聞　　　　　　　３月５日（夕）　　　　　  木村未来
　　　　毎日新聞　　　　　　　３月６日（夕）　　　　　  岸桂子
　　　　産経新聞　　　　　　　３月１２日（夕）　　　　　早瀬廣美

　　　　新美術新聞　　　　　　１２月１１・２１日合併号

　　　　新美術新聞　　　　　　１月２１日　　　　　　　　中村敬治

　　　　芸術新潮　　　　　　　１２月号

　　　　月刊マナビイ　　　　　１２月号                  平芳幸浩（当館研究員）
　　　　美術手帖　　　　　　　１月号　　　　　　　　　　小倉正史
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　　　　KANSAI TIME OUT　 January
　　　　ぴあ関西版　　　　　　１月２７日号　　　　　　　山下里加

　　　　WEEKLY AERA　　　 ２月１０日号　　　　 　　橋本麻里
　　　　Examiner　　　       ３月号
　　　　AXIS                 ３－４月号　　　　　　　　青木淳
　　　　SAVVY　　　　　　　 ４月号　　　　　　　　 　 山下里加
　　　　Meets Regional　　　　４月号　　　　　　　　 　 清水穣
　　　　Artforum.com       　　　　　　　　　　　　　　Emilie Renard
　　　　めっちゃＥ！　　　　　２月最終週　　　　　　　　全国ＵＨＦチャンネルにて放送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸サンテレビ２月２８日放映

１３．アンケート調査

①調査期間     平成１５年　１月２３日～平成１５年　１月２６日（４日間）
②調査方法　　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

③アンケート回収数　　３０３件

④アンケート結果　・良い　６０％（１８２件）・普通　３３％（９９件）・悪い　３％（１０件）

１４．特記事項

　　　現代美術により関心を持ってもらうため、本展では広報印刷物のデザイナーとして音楽業界などで活躍の目

　　覚ましい中島英樹を起用し、従来のものとは異なる斬新な図録を作成したり、強い関心を呼び起こすポスター・

　　チラシ作りを行った。それらの成果は、目標入館者数を大きく上回ったということと、通常よりも高い割合で

　　図録が売れ、増刷分も含めて会期中に完売したことやチラシに掲載された作品に惹かれて来館したという声も

　　多かった。また、広報活動として雑誌「ぴあ」のアート欄のみでなく、より一般読者向けのページに広告記事

　　を打つなどして、積極的に美術館の活動の広報に努めた。本展に対する関心の高さは取材の多さにも現れてい

　　おり、大手の各新聞やテレビ番組に取り上げられるなど、メディアへの露出も多く、広報活動がとりわけ活発

　　に行われた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　本展の特色ある取り組みとしては、美術館エントランスのガラス部分及び屋外展示場の芝生部分を展覧会の作品

設置場所として利用することによって、建物全体を巡りながら展覧会を楽しんでもらえる形を作り出したことが挙

げられる。

　また、教育普及事業と連動し、本展出品作家である高嶺格を子どものためのワークショップの講師として招聘し、

出品作品で用いたコマ撮りビデオの手法をワークショップで子どもたちとともに実践した。これは、ワークショッ

プとしての意義のみにとどまらず、出品作品の制作の実際を見てもらうという意味でも非常に意義深い試みであっ

た。

　作品の設置にあたって会場となる美術館空間の特性を考慮にいれるため、１９７０年の大阪万国博覧会開催時に

建設された国立国際美術館の建物の特徴を生かした作品展示となり、東京国立近代美術館で開催された展覧会の単な

る巡回ではなく、東京展とは印象の異なる独自の趣を持った展覧会となった。

【見直し又は改善を要する点】

本展は、音響を用いた作品が多く、その意味では他の展覧会にはない特色を有していた。しかし同時に、そのよ

うな作品の設置に関して、現行の美術館の設備では音漏れ問題への対応の限界があることがわかった。今後の対応策

を検討する必要があると考える。



                                                                            （国立国際美術館）

「目撃者　安斎」展（海外交流展）

○方　　針

　近年海外での日本現代美術・日本文化への関心が高まっていることから、同時代の優れた写真家であり、また、

ポーランドにも戒厳令直前とクラクフ日本美術技術センターオープン時に訪れて、美術家との交流も深い安斎氏の

写真作品を紹介することを通じ、両国の文化交流に寄与し、今後ここから更に交流を深めることを目的とした。

○実　　績

１．開会期間    平成１４年　９月　７日～平成１４年１０月　６日（２６日間）
２．会    場　　ブンケル・シュトゥーキ現代美術ギャラリー（ポーランド）
３．主    催　　ブンケル・シュトゥーキ／国立国際美術館
    協    賛　　（財）ダイキン工業現代美術振興財団、ポーラ美術振興財団、ルフトハンザ、ホテルクラコビア
４．出品点数　　６００ 件
５．入館者数　　１，７００人

６．入場料金　　大人　６ズウォンティ、学生　３ズウォンティ

　　　　　　　　（１ズウォンティは約３２円、２００２年４月のレート）

７．入場料収入　不明

８．担当した研究員数    ２ 人
９．展覧会の内容

　　　　当館が実施する国際交流の一貫として、２０００年秋に開催した「安斎重男の眼　１９７０－１９９９」

　　　の出品作の一部をポーランドで紹介した国際交流展（写真展）である。

１０．講演会等

         １ 回       ４０人（詳細は「教育普及」講演会等欄へ）
１１．広報　　プレスリリースの発行、交通広告（ＪＲ、地下鉄駅構内公共情報コーナーへのポスター掲出）、美

　　　　　　　術館等へのポスター、チラシの配布

１２．展覧会関連新聞・雑誌記事等

　　　　Gazeta Krakowska　　　　　　　　　　９月　５日　　　（ＡＧ）
　　　　Gazeta Krakowska＋Echo Krakowa　 　９月　６日
　　　　Gazeta Wyborcza　　　　　　　　　　　９月　６日　　　ＡＢ
　　　　Dziennik Polski　　　　　　　　　　　　９月　７日　　（ＡＭＳ）
　　　　Gazeta Wyborcza　　　　　　　　　　　９月　７日　　　Anna Bugajska
　　　　Dziennik Polski　　　　　　　　　　　　９月１４日
　　　　Wprost　　　　　　　　　　　　　　　　９月２２日
　　　　Wplost　　　　　　　　　　　　　　　　９月２２日
　　　　Fluid　　　　　　　　　　　　　　　　　９月号
　　　　Miesiac w Krakowie　　　　　　　　　　９月号
　　　　Aktivist  Nr.39　　　　　　　　　　　　９月号
　　　　Gazeta Finansowa　　　　　　　　　　　９月２８日～１０月　４日号
　　　　Warsztaty  fotograficzne　　　　　　　 １０月号
　　　　Wanda Szmilo Kulczycka
１３．アンケート調査（海外交流展のため、実施していない。）

１４．特記事項

　　　今回の交流展では、受け入れ側のブンケル・シュトゥーキのスタッフも非常に協力的で、共に展覧会を作り

　　上げて行くという姿勢が随所に感じられ、展示からオープニングまで仕事が非常に順調に進んだ。今後も国や

　　地域を越えた交流、共同作業の場として国際交流展の開催は重要であり、継続する意義がある。なお、今回の

　　ポーランドでの国際交流展は、2000年に当館で開催した「近作展24　ミロスワフ・バウカ」（ポーランド、ワ
　　ルシャワ出身、在住、1958生まれ）との交換展である。



                                                                            （国立国際美術館）

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

本展では、ポーランドの美術愛好家たちの現代美術への興味関心と共に、日本の同時代美術への関心の高さもあ

いまって、予想を上回る観客が訪れた。安斎重男という希有な写真家の仕事を紹介することを通じて、日本の現代

美術の現状についてもある程度紹介する事ができ、実りの多い展覧会となった。また、安斎自身も積極的に当地の

学芸員や批評家、作家達と交流を図り、今後の更なる共同作業へとつながることが予想される。
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（２）貸与・特別観覧の状況

中期計画

(2) 収蔵品については、その保存状況を勘案しつつ、国内外の博物館・美術館その他これに類する施設に対し、貸与
及び特別観覧を積極的に推進する。

○実　　績

１．貸与・特別観覧の件数

     貸    与   ３１件（３４１点）
     特別観覧   １９件（　３５点）
２．特記事項

　　　優れた現代美術作品の相互活用を推進するため、他館からの要望に幅広く応えるよう努めた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

他館からの作品貸与依頼は引き続き多く、優れた現代美術作品の相互活用を推進すると同時に当館の所蔵品をで

きる限り広く観覧に供するために、他館からの要望には積極的に応えるよう努めた。同じく海外の美術館からの貸

与依頼に対しても積極的な対応を行った。平成１４年度は、当館で企画した「浜口陽三展」の巡回があり、当館所蔵

の約２７０点の浜口作品が、国内各地の美術館にて観覧に供されることとなったため、貸与点数が多くなった。

＊添付資料

① 貸与件数等の推移（定量的数値推移一覧表　p.8）
② 特別観覧件数の推移（定量的数値推移一覧表　p.9）
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３．調査研究

中期計画

(1)-1 調査研究が、収集・保管・修理・展示、教育普及その他の美術館活動の推進に寄与するものであることを踏ま
え、国内外の美術館・博物館その他これに類する施設及び研究機関とも連携等を図りつつ、次に掲げる調査研究を

積極的に実施する。

＜1＞ 収蔵品に関する調査研究
＜2＞ 美術作品に関する調査研究
＜3＞ 収集・保管・展示に関する調査研究
＜4＞ 美術史、美術動向、作者に関する調査研究
＜5＞ 世界の映画作品や映画史に関する調査研究等

(1)-2 国内外の美術館・博物館その他これに類する施設の職員を、客員研究員等の制度を活用し招聘し、研究交流を
積極的に推進する。

(2) 調査研究の成果については、展覧会、美術作品の収集等の美術館業務に確実に反映させるとともに、研究紀要、
学術雑誌、学会及びインターネットを活用して広く情報を発信し、美術館に関連する研究の振興に供する。また、

各種セミナー・シンポジウムを開催する。

○実　　績

１．調査研究

（１）収蔵品の調査研究

　①　日本の現代美術に関する調査研究

  ②  海外の現代美術に関する調査研究
（２）展覧会のための調査研究

  ①  イタリア抽象絵画に関する調査研究
② 日本及び韓国の女性現代美術作家に関する調査研究（韓国現代美術館との共同研究）

③ 浜口陽三に関する調査研究（千葉市美術館などとの共同研究）

④ 畠山直哉に関する調査研究

（３）科学研究費補助金による調査研究

　　「ポストメディア論－電子時代における芸術作品－」（萌芽的研究：継続）

　　「四大（地・水・火・風）の感性論」研究分担（基盤研究　代表　岩城見一）

（４）保存・修理に関する調査研究

２．客員研究員等の招聘実績（年度計画記載人数：　０人）

３．調査研究費  予算額  １３，０５１，０００円    決算額  ４１，７６６，９３４円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　年度計画に基づく６項目について調査研究を行った。収蔵品の調査研究については、当館の広報誌である月報に４

件発表し、展覧会のための研究については、展覧会図録及び月報に各６件発表したのを始め、単行書、論文、年

譜、参考文献や学会、講演会においても積極的に研究成果の発表に努めた。

　また、科学研究費補助金による調査研究も継続しており、全体として着実に成果を上げることができた。



                                                                            （国立国際美術館）

４．教育普及

中期計画

(1)-1  美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く
    収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。
(1)-2  収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進
    する。
(1)-3 国内外の美術館等との連携を強化するとともに、資料室等の整備・充実を図る。
(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童

   生徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品
   等への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。
     また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加
   者数の確保に努める。
(3)　美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する
   等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。
     それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。
　　 また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ
   れるよう内容について検討し、さらに充実を図る。
(4)-1 美術館・博物館関係者等を対象とした研修プログラムについて検討、実施する。
(4)-2 全国の公私立美術館等の学芸担当職員（キューレーター）の資質を向上し、専門性を高めるための研修を実
　 施し、人材養成を推進する。
(4)-3 公私立美術館・博物館等の展覧会の企画に対する援助・助言を推進する。
(4)-4 公私立美術館・博物館等が実施する研修会への協力・支援を行うとともに、情報交換、人的ネットワークの
　　形成に努める。

(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論文、
    調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開す
　　るとともに、国立美術館への理解の促進を図る。

    　また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討
    を行う。
(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう
　　コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その
　　利用方法について検討する。  また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。
(6)-1 ボランティア等や支援団体を育成し、ボランティア等と連携協力して展覧会での解説など国立美術館が提供
　　するサービスの充実を図る。

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。

○方　　針

　常設展示や企画展示などによる現代美術の紹介を補うため、多角的に美術に親しんでもらうための教育活動を行う

とともに、新館移転を視野に入れた、新しい普及活動に向けての試みを開始した。



                                                                            （国立国際美術館）

○実　　績（総括表）

（１）－１  資料の収集及び公開
　    ①収集件数　　７７２件
      ②公開場所
　　   ・利用者数      人
　　   ・貸出件数      件
（１）－２  広報活動の状況

①刊行物による広報活動 　　９種　　３６冊
②ホームページよる広報活動

③マスメディアの利用による広報活動

（１）－３  デジタル化の状況
①今年度にデジタル化した美術作品の件数

・文字データ　　　　７２８件（目標　　　件）

　　　　    ・画像データ　　　　４８４件（目標　　　件）
　　　　    ・図書データ　　２，８７２件（目標　　　件）
（２）－１  児童生徒を対象とした事業

①こどものためのワークショップ    ５ 回  　　１３０人
②ヴィデオ上映　    ３ 回        ５７人

（２）－２  講演会等の事業
      ①講演会    ７ 回    ８８３人（海外交流展を含む。）
      ②ギャラリー・トーク   ６ 回  ３３７人
      ③上映会　　２回　　５７人
　    ④ヴィデオ上映　　５回　　１６４人
      ⑤シンポジウム    １回     ８０人
（３）－１  研修の取組
（３）－２  大学等との連携
　　  大学生の学芸員資格取得のための博物館実習を行った。
（３）－３  インターンの活用状況
　　　平成１５年度からの導入に向け、規程を整備するとともに公募を行い、３名の登録を行った。

（３）－４  ボランティアの活用状況
　　　平成１５年度からの導入に向け、規程を整備するとともに公募を行い、４１名の登録を行った。

（４）  渉外活動
　　　　館の業務充実を図るため、展覧会への寄付金支援をはじめ、経済団体等からの支援方策について検討を

　　　行った。

（５）  教育普及経費  予算額  ２６，２１３，０００円    決算額  ４１，２６０，４０６円

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　子供たちを対象としたワークショップやヴィデオ上映などは、当館のユニークな活動として定着した。また、講演

会、ギャラリートークなども、現代美術への理解をうながす好機として、多くの参加者があった。

　さらに、平成１５年度から発足させるインターン、ボランティア制度に向けての準備作業を行い、今後の新しい

教育普及活動の方向性を見据えた事業が、着実に進展したと考える。

＊添付資料

　教育普及一覧（定量的数値推移一覧表　p.11）
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（１）－１  資料の収集及び公開（閲覧）の状況
中期計画

(1)-1 美術史その他の関連諸学に関する基礎資料及び国内外の美術館・博物館に関する情報及び資料について広く
  収集し、蓄積を図るとともに、レファレンス機能の充実を図る。

○実　　績

１．収集
    ①件数　　７７２件
２．公  開（国立国際美術館では公開していない。）

○自己点検評価

　中期計画に基づき、基礎資料等の収集に努めたが、平成１４年度については、特に現代作家研究の基礎となる
カタログ、レゾネを中心に収書を行った。
　なお、一般入館者への公開については、施設と人員の制約から実施していないが、研究者に対しては資料とし
て公開している。
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（１）－２  広報活動の状況
中期計画
(5)-1 収集、保管、修理、展示、教育普及、調査研究その他の事業について、要覧、年報、展覧会図録、研究論文、
調査報告書等の刊行物、ホームページ、またはマスメディアを利用して広く国民に積極的に広報活動を展開す
るとともに、国立美術館への理解の促進を図る。
また、その内容について充実を図るよう努力するとともに、４館共同による広報体制の在り方について検討
を行う。

○実　　績
１． 広報誌名
  （１）年報「平成１３年度版」
     ①発行年月日      １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金　　無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
（２）概要

     ①発行年月日      １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金     無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者   会場内配布，修学旅行野計画のための学校等
  （３）図録
     ①発行年月日      ６回発行（発行回数６回）（年度計画記載発行回数　回）
     ②料金     無償
     ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
  （４）リーフレット
     ①発行年月日      ２回発行（発行回数２回）（年度計画記載発行回数　回）
     ②料金     無償

 ③配布先　　会場内及び広報普及先の各機関
  （５）ジュニアガイドブック
     ①発行年月日      １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回）
     ②料金     無償
     ③配布先　　会場内及び近隣の教育関係機関
（６）月報

      ①発行年月日    １２回発行（発行回数１２回）（年度計画記載発行回数１２回）
      ②料金     無償（広報用）、１００円（販売用）に訂正
      ③配布先　　広報普及先の各機関及び関係者
　（７）展覧会案内
      ①発行年月日      １回発行（発行回数１回）（年度計画記載発行回数１回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　会場内及び広報普及先の各機関
　（８）ポスター、チラシ（展覧会関係）
      ①発行年月日      ６回発行（発行回数６回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
　（９）チラシ（子どものためのワークショップ用）
      ①発行年月日      ３回発行（発行回数３回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　広報普及先の各機関
　（１０）ポスター（小中学生観覧料無料化用）
      ①発行年月日      １回発行（発行回数１回）
      ②料金     無償
      ③配布先　　近畿地区の小・中学校、美術館、公共施設等
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○自己点検評価
【良かった点、特色ある取組み】
　中期計画及び年度計画に基づき、文化、美術作品及び当館についての国民の理解促進を図るため、各種発行物
の刊行により、幅広い年齢層に対する広報普及活動に努めた。また、ホームページの充実を図るなど、より積極
的な広報活動にも努めた。特に、平成１４年度は小中学生の観覧料金の無料化に伴い、版画家山本容子デザイン
による当館独自のイメージポスターを作成し、近畿地区の小・中学校を中心に公共施設等へも配布し、美術館全
体のイメージアップ及び広報活動に努めた。今後も、こうした活動を継続していきたいと考えている。
　さらに、事業実績をまとめた年報については、年度当初の速やかな発刊に努めた結果、当館の前年度事業結果
を周知させる資料として活用できたことは有意義であった。
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（１）－３  デジタル化の状況
中期計画

(1)-2 収蔵品等の美術作品その他関連する資料の情報について、長く後世に記録を残すために、デジタル化を推進
する。

(5)-2 国内外に広く情報を提供することができるホームページについては、教育普及など多様な活用ができるよう
コンテンツを工夫し、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度のアクセス件数以上となるよう努力する。

(5)-3 デジタル化した収蔵品等の情報について、美術情報システム等により広く積極的に公開するとともに、その
利用方法について検討する。

　　また、デジタル情報の有料提供についての方策を検討する。

○実　　績

１． 所蔵作品のデジタル化

　①今年度にデジタル化した美術作品の件数（目標      件）
　　文字データ　７２８件、画像データ　４８４件（目標      件）
  ②平成１４年度末収蔵作品数　　４，５２８件（寄託作品２７件を含む。）
  ③平成１４年度末デジタル化作品数　文字データ　４，９２３件、画像データ　１，７８９件
  ④今後のデジタル化の対応          毎年         件をデジタル化予定
２． ホームページのアクセス件数（目標　　   件）（平成１２年度アクセス件数       回）
　　　２１５，０３３件（目標　　　　　　　件）（１８２，２１８件）

３．デジタル化した情報の公開

     ①HP等による公開件数　　　２３０件

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　所蔵作品にかかる文字データの入力は、平成１４年度の新購入・寄贈作品を含め、全てのデータ入力が完了し

ている。画像データについては、各作品について著作権をクリアしなければならないが、平成１４年度はこの問

題に重点的に取り組み、その結果として昨年度１００件のところ、４８４件のデータ入力を行うという成果をあ

げることができた。
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（２）－１  児童生徒を対象とした事業
中期計画

(2) 新学習指導要領、完全学校週５日制の実施等を踏まえ、学校、社会教育関係団体と連携協力しながら、児童生
徒を対象とした美術品解説資料等の刊行物の作成、講座、ワークショップ等を実施することにより、美術作品等

への理解の促進、学習意欲の向上等を促し、心の教育に寄与するような教育普及事業を推進する。

また、児童生徒を対象とした事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者

  数の確保に努める。

○実　　績

１．事業名　　子どものためのワークショップ

①開催期間

ア． 平成１４年　８月　３日（１日間）（開催場所：地階講堂）

イ． 平成１４年　８月１０日（１日間）（開催場所：地階講堂他）

ウ． 平成１４年　８月１１日（１日間）（開催場所：地階講堂他）

エ． 平成１５年　３月２２日（１日間）（開催場所：地階講堂他）

オ． 平成１５年　３月２９日（１日間）（開催場所：地階講堂）

②参加者数（平成１２年度実績　　　人）

　　　１３０人（９７人）

③担当した研究員数　　４人

④事業内容　　現役作家と子供たちが直接交流できるワークショップ

 ２．事業名　　子どものためのヴィデオ上映
  ①開催期間
　　　ア．平成１４年７月２７日（１日間）（開催場所：１階ロビー）

　　　イ．平成１４年９月１４日（１日間）（開催場所：１階ロビー）

　　　ウ．平成１５年１月１１日（１日間）（開催場所：１階ロビー）

　②参加者数（平成１２年度実績　　　人）

　　　　５７人（５３人）

　③担当した研究員数　　３人

④事業内容　　子供たちに現代美術に親しんでもらうためのヴィデオ上映会

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　ワークショップについては、アーティストのユニークなプログラムが子ども達に大変好評であった。また、事業

実施のため、リーフレットを作成したりホームページを利用した広報など、広報活動にも力を入れた。

【見直し又は改善を要する点】

ワークショップ専用のアトリエスペースがなく、企画や使える資材にも制約があった。今後の運営について、対

応人数も含め検討をしていきたい。
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（２）－２  講演会等の事業
中期計画

(3) 美術作品に関し、その理解を深めるような講演会、講座、スライドトーク及びギャラリートーク等を実施する
等、生涯学習の推進に寄与する事業を行う。

それらの事業について、中期目標の期間中毎年度平均で平成１２年度の実績以上の参加者数の確保に努める。

また、その参加者に対しアンケートを行い、回答数の８０％以上から、その事業が有意義であったと回答さ

れるよう内容について検討し、さらに充実を図る。

○実　　績

１． 講演会

　　７回（海外交流展１回を含む。）（年度計画記載回数：４回）

  ①開催期間　　７日間（延べ７回）
  ②開催場所　　講堂及び展示場（ポーランド：ブンケル・シュトゥーキ１回を含む。）
  ③参加者数　　８８３人（延べ人数）（平成１３年度実績　５回：５７０人）
  ④担当した研究員数　　９人（延べ人数）
  ⑤事業内容　　展覧会に合わせた講演会及び現代美術に関する普及事業
  ⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）
　　　①　１５８件　・良い　９０％（１４２件）・普通　１０％（１６件）・悪い　０％（０件）

　　　　　②　　８５件　・良い　９４％（　８０件）・普通　　６％（　５件）・悪い　０％（０件）

　　　　　③　１００件　・良い　６０％（　６０件）・普通　４０％（４０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　④　１５０件　・良い　８７％（１３０件）・普通　１３％（２０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑤　　６０件　・良い　８３％（　５０件）・普通　１７％（１０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑥　　５０件　・良い　９２％（　４６件）・普通　　８％（　４件）・悪い　０％（０件）

２．ギャラリー・トーク

６回（年度計画記載回数：７回）

　①開催期間　　６日間（延べ６回）

　②開催場所　　講堂及び展示場

　③参加者数　　３２７人（延べ人数）（平成１３年度実績　７回：３９２人）

　④担当した研究員数　　８人（延べ人数）

　⑤事業内容　　展示作品の解説

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

　　　　　①　　６２件　・良い　８１％（　５０件）・普通　１９％（１２件）・悪い　０％（０件）

　　　　　②　　８０件　・良い　９０％（　７２件）・普通　１０％（　８件）・悪い　０％（０件）

　　　　　③　　４０件　・良い　７５％（　３０件）・普通　２５％（１０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　④　　４０件　・良い　５０％（　２０件）・普通　５０％（２０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑤　　６０件　・良い　８３％（　５０件）・普通　１７％（１０件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑥　　５５件　・良い　９３％（　５１件）・普通　　７％（　４件）・悪い　０％（０件）

３．上映会

２回（年度計画記載回数：２回）

　①開催期間　　２日間（延べ２回）

　②開催場所　　講堂

　③参加者数　　５７人（延べ人数）（平成１３年度実績　２回：４２０人）

　④担当した研究員数　　１人

　⑤事業内容　　現代美術作家の紹介

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

　　　　　①　　２５件　・良い　８０％（　２０件）・普通　２０％（  ５件）・悪い　０％（０件）
　　　　　②　　３２件　・良い　７５％（　２４件）・普通　２５％（　８件）・悪い　０％（０件）

４．ヴィデオ上映

５回（年度計画記載回数：４回）

　①開催期間　　５日間（延べ５回）
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　②開催場所　　１階ロビー

　③参加者数　　１６４人（延べ人数）（平成１３年度実績　５回：１１１人）

　④担当した研究員数　　１人

　⑤事業内容　　現代美術作家の紹介

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

　　　　　①　　３４件　・良い　８２％（　２８件）・普通　１８％（  ６件）・悪い　０％（０件）
　　　　　②　　１３件　・良い　６２％（　  ８件）・普通　３８％（　５件）・悪い　０％（０件）
　　　　　③　　２８件　・良い　７１％（　２０件）・普通　２９％（  ８件）・悪い　０％（０件）
　　　　　④　　３３件　・良い　８８％（　２９件）・普通　１２％（　４件）・悪い　０％（０件）

　　　　　⑤　　５６件　・良い　９３％（　５２件）・普通　  ７％（  ４件）・悪い　０％（０件）
５．シンポジウム

１回

　①開催期間　　１日間

　②開催場所　　講堂

　③参加者数　　８０人（平成１３年度実績　１回：８０人）

　④担当した研究員数　　１人

　⑤事業内容　　シンポジウム

　⑥アンケート結果（回答数　件）　・良い　％（　件）　・普通　％（　件）　・悪い　％（　件）

　　　　　①　　８０件　・良い　７５％（　６０件）・普通　１９％（ １５件）・悪い　６％（５件）

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　展覧会にあわせた教育普及事業として、講演会や対談、シンポジウムなどを積極的に実施した。現代美術を扱

う展覧会では、作家自身による講演会や対談、シンポジウムなどは、出品作家の生の声に触れることができる貴

重な機会となった。また、展覧会ごとにギャラリー・トークを実施し、担当学芸員が展示場内で作品を見ながら

分かりやすく解説を行うとともに、来館者が感じた疑問や感想などを直接フィードバックしてもらう、恰好の機

会ともなっている。今後も、現代美術に関する教育普及事業として、充実した内容を検討しながら継続していき

たいと考えている。
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（３）－１  大学等との連携
○実　　績

１． 博物館実習生
①受入期間　平成１４年　７月２９日～平成１４年　８月　４日（７日間）
②開催場所　国立国際美術館
③参加者数（平成１２年度実績　　人）
　　２０名（２１名）
④担当した研究員数　　７人
⑤決算額                   円
⑥事業内容
　大学生の学芸員資格取得のための博物館実習
⑦特記事項

　　　美術館の事業に合わせたカリキュラムを組むなど、できるだけ日常業務を取り込んだ形での実習を実施した。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　受入れ期間中に展覧会の展示作業の見学、一般来館者の前でのギャラリートーク実習、ワークショップの実習な

ど、幅広い実体験の場を提供することができた。

【見直し又は改善を要する点】

　現施設では実習スペースが狭く、限られた人数にしか対応できない面もあった。今後の運営について、対応人数

も含め検討をしていきたい。
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（４）渉外活動

中期計画

(6)-2 企業との連携等、国立美術館の業務がより充実するよう今後の渉外活動の方針について検討を行う。

○実　　績

　下記のとおり、展覧会助成として２件の寄附金を受け入れた。

　　１．「いま、話そう　日韓現代美術展」（特別展）

　　　　国際交流基金ソウル日本文化センターから、２１４，２００円を受け入れ。

　　２．「目撃者　安斎」展（海外交流展）

　　　　ポーラ美術振興財団から、２，０００，０００円を受け入れ。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　館の業務充実を図るため、展覧会に対する助成団体への申請を積極的に行い、平成１４年度は２件の助成支援

をいただいた。館の事業をより充実したものとするために、有効な方策であると考えられるので、今後も積極的

に取り組んでいきたい。

【見直し又は改善を要する点】

　館の支援団体として、友の会の設立や経済団体との関わりについて、新館移転に向け検討を進めていきたい。
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５．新たな美術館の運営に向けた取り組み

中期計画

国立国際美術館新館については、平成１６年の移転に向けて、体制整備、展示等の実施準備を進め、開館後は円

滑な事業実施に努める。具体的な管理運営のあり方等については開館までに検討を進める。

○実　　績

　平成１６年の新館移転に向け、館長のリーダーシップのもと学芸課、庶務課メンバーによる新館部会、広報部会、

情報部会を設置し、新館における管理運営の在り方等について検討を行っている。

　各部会では、移転タイムスケジュール表に基づき、移転に向けた課題について検討を行い、毎月の定例会議にお

いて進捗状況を報告するなど、新館移転後の円滑な事情実施に向け準備を進めている。

○自己点検評価

　国土交通省に対し、新館建築等の支出委任をしていることから、工事の進捗状況等の連絡調整に苦労している。
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６．その他の入館者サービス

中期計画

(1)-1 高齢者、身体障害者等の利用にも配慮した快適な観覧環境を提供するため、各館の方針に従って展示方法、表
示、動線、施設設備の工夫、整備に努める。

(1)-2 入館者サービスの充実を図るため、観覧環境の整備プログラム等を策定し、計画的な整備を行う。
(1)-3 一般入館者を対象とする満足度調査及び専門家からの批評聴取等を定期的に実施し、調査結果を展示等に反映
させるとともに、必要なサービスの向上に努める。

(1)-4 展示解説の内容を充実させるとともに、見やすさにも配慮する。また、音声ガイドやハイビジョン等を活用し
た情報提供を積極的に推進し、入館者に対するサービスの向上を図る。

(2) 入館者のニーズを把握、分析し、夜間開館の実施等開館時間の弾力化や小中学生の入場料の低廉化など、入館者
へのサービスを心がけた柔軟な美術館展示活動等を行い、気軽に利用でき、親しまれる美術館となるよう努力す

る。

(3) ミュージアムショップやレストラン等の施設を充実させるなど、入館者にとって快適な空間となるよう館内環境
を工夫する。

○実　　績

１．高齢者・身体障害者のための施設整備等 (1)-1
    ①障害者トイレ　　　　　　１個所（１階　１個所）
　  ②障害者エレベータ　　　　２基
　  ③段差解消（スロープ）　　１個所（正面玄関）
　  ④貸出用車椅子　　　　　　５台（１階）
２．観覧環境の充実 (1)-2､(1)-4

　展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するとともに、館内にビデオテークを設置し、情報提供

を行った。

３．夜間開館等の実施状況 (1)-3
  （１）夜間開館実施状況（実施していない。）
　　  ア．開催日数　　０日間
　　  イ．入館者数     人（総入場者数       人，夜間開館入場率       ％）
   　 ウ．実施日
  （２）小中学生の入場料の低廉化
　　　　平成１４年度については、常設展及び特別展・共催展ともに小・中学生の観覧料を無料とした。

  （３）（２）以外の入場料金の取り組み方
     ア．学生料金を大学生料金と高校生料金に分け，高校生料金の低廉化を図るよう検討を行った。
     イ．ワールドカップ開催期間中、外国人（パスポート呈示者）の観覧料を無料とした。
  （４）その他の入館者サービス
　　　　高齢者に配慮して、拡大鏡（ルーペ）を受付に配置し、希望者に貸出しを行った。

４． アンケート調査(1)-3
　　調査期間　①平成１４年　４月２５日～平成１４年　４月２８日（４日間）

　　　　　　　②平成１４年　６月２０日～平成１４年　６月２３日（４日間）

　　　　　　　③平成１４年１０月１０日～平成１４年１０月１３日（４日間）

　　　　　　　④平成１４年１１月　８日～平成１４年１１月１１日（４日間）

　　　　　　　⑤平成１５年　１月２３日～平成１５年　１月２６日（４日間）

　　調査方法　入館時にアンケート用紙を配布し、任意で提出を依頼した。

　　アンケート回収数　①　４３９件

　　　　　　　　　　　②　４８６件

　　　　　　　　　　　③　４０６件

　　　　　　　　　　　④　５７０件

　　　　　　　　　　　⑤　３０３件

　　アンケート結果　①・良い　５８％（２５３件）・普通　３４％（１４８件）・悪い　５％（２０件）

　　　　　　　　　　②・良い　７１％（３４５件）・普通　２４％（１１９件）・悪い　１％（　４件）
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　　　　　　　　　　③・良い　３７％（１５２件）・普通　３７％（１５０件）・悪い　１％（　５件）

　　　　　　　　　　④・良い　４４％（２４９件）・普通　３５％（２００件）・悪い　１％（　８件）

　　　　　　　　　　⑤・良い　４１％（１２５件）・普通　４０％（１２１件）・悪い　２％（　５件）

５．一般入館者等の要望の反映 (2)
アンケート結果の分析を行い、可能なものから改善に努めた。

６． レストラン・ミュージアムショップの充実 (3)
　　　現代美術をより親しく感じてもらえるよう、販売グッズの内容を検討し、充実に努めた。

７． 特記事項

　　　アンケート結果の分析から入館者のニーズを把握し、可能なものから改善に努めた。

○自己点検評価

【良かった点、特色ある取組み】

　当館では、展示空間の在り方が展示作品に大きく反映する現代美術を扱うため、展示場内に解説パネル類を掲示
することができない。これは、作品自体を十全な状態で鑑賞してもらいたいという配慮からであるが、同時に来館

者からは、解説パネルを望む声や作品キャプションを大きくして欲しいとの声も聞かれる。そのような声に応える

ため、各展覧会ごとに展示作品リストを含めたリーフレットを無料配布するなど、鑑賞環境の充実を図った。

　また、ゴールデンウィーク中の休館日を臨時開館するなど、公園内にある施設という特殊事情に対応した入館者

サービスにも努めた。



美術作品の購入一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

洋画 ウテ・リンドナー 露出時間 1996 フェルト、露光 300.0×300.0

洋画 狗巻賢二 作品92-12 1992 油彩、キャンバス 54.0×39.0

洋画 狗巻賢二 作品92-17 1992 油彩、キャンバス 53.5×38.5

洋画 狗巻賢二 作品92-18 1992 油彩、キャンバス 53.5×38.5

洋画 狗巻賢二 作品92-19 1992 油彩、キャンバス 53.5×38.5

洋画 狗巻賢二 作品92-28 1992 油彩、キャンバス 51.5×37.0

洋画 宇佐美圭司 アクション・フィールド 1964 油彩、キャンバス 185.0×270.0

洋画 瑛九 動物たち 1956-57 油彩、キャンバス 91.0×72.5

洋画 瑛九 泉 1959 油彩、キャンバス 97.0×130.0

洋画 諏訪直樹 PT-9004 1990 アクリル、綿布 160.0×360.0

洋画 松谷武判 繁殖 65-24 1965
ビニール接着剤によるレリーフ、油性絵
具、水性絵具、合板の上にキャンバス

183.3×137.4

洋画 松谷武判 WAVE 84-1 1984
ビニール接着剤によるレリーフ、鉛筆、
キャンバスに和紙

200.0×145.0

洋画 村上友晴 無題 1993-94 油彩、キャンバス 91.0×72.5

洋画 ダニエル・ビュレン 定まらないフォルムの絵画 1965
アクリル、白と濃紺の交互８．７㎝の縦
縞模様に織った布

214.8×184.8

洋画 サニー・キム ヤッホー、少女たち 2002 アクリル、カンバス 210.0×332.0

洋画 岩城直美 House 2001 油彩、カンバス 130.3×194.0

洋画 坂上チユキ 二ケ（古色蒼然） 1979 油彩、カンバス 100.0×100.0

洋画 福岡道雄 何もすることがない 1999 木、繊維強化プラスチック 183.5×230.5

洋画 松尾藤代 TOTAL LOSS ROOM 1999 油彩、綿布 185.5×240.2

水彩・素描 クリスト Packed Coast, Project for Sidney, Australia 1969 コラージュ 71.0×56.0

水彩・素描 孫雅由 自立する色　WS90-38 1990
透明水彩、鉛筆、コラージュ、ハーネ
ミューレ紙、BFK紙

76.5×56.5

水彩・素描 文承根 作品 1981 水彩、紙 54.7×74.0

水彩・素描 文承根 作品 1981 水彩、紙 56.0×74.5

水彩・素描 文承根 作品 1980 水彩、紙 56.3×74.3

水彩・素描 文承根 作品 1978 水彩、紙 52.5×76.8

水彩・素描 文承根 作品 1978 水彩、紙 52.5×77.0

水彩・素描 松井智恵 DRAW-1'98 1998 水彩、水彩紙 39.8×26.5

水彩・素描 松井智恵 DRAW-2'98 1998 水彩、水彩紙 49.6×32.0

水彩・素描 松井智恵 DRAW-3'98 1998 水彩、水彩紙 58.7×78.5

水彩・素描 松井智恵 DRAW-4'98 1998 水彩、水彩紙 56.5×75.6

水彩・素描 O JUN 花・TV・コップ 1998 クレヨン、鉛筆、グワッシュ、紙 70.0×50.0 ４２点組

水彩・素描 孫雅由 形態の消去又は白の間合い　P82-08 1982 鉛筆、消しゴム、ベランアルシュ紙 91.0×64.0

水彩・素描 孫雅由 記憶の痕跡　P84-32 1984 フロッタージュ、鉛筆、紙、綿布 145.5×112.0

水彩・素描 孫雅由 記憶の痕跡　P84-34 1984 フロッタージュ、鉛筆、紙、綿布 145.5×112.0

水彩・素描 O JUN 挙兵図 1998 鉛筆、紙、ガラス、鉄 170.0×119.0

彫刻 クリスト 梱包された缶 1958 布、ラッカー、ロープ、缶 25.0×11.5φ

彫刻 ダン・フレヴィン Untitled (fondly to Margo) 1986 黄色蛍光灯、ピンク色蛍光灯 244.0×41.0×20.5

彫刻 李禹煥 刻み 1970 木 130.0×67.5

彫刻 トニー・アウスラー Bend 1998
プロジェクター、DVDディスク、陶、プレ
キシグラス、木

135.0×28.0×28.0

彫刻 石原友明 I.S.M.（スカート） 1988 発泡スチロール、牛革、砂 220.0×140.0×140.0

彫刻 福嶋敬恭 Blue Dots 1966/1989 アルミニウム、ラッカー 133.0×330.0×111.0

彫刻 シェリー・レヴィーン Black Newborn 1994 ガラス 12.7×20.3

彫刻 内藤　礼 Pillow for the dead 1997 シルクオーガンジー、糸 6.3×4.8×2.7

彫刻 内藤　礼 Pillow for the dead 2002 シルクオーガンジー、糸 6.4×4.6×3.0

版画 マルセル・デュシャン ホワイト・ボックス 1966
79枚のメモのコピー、メモを書き起こし
た冊子、プレキシグラスの箱

33.3×29.0

版画 ロイ・リキテンシュタイン Sweet Dreams Baby! 1965 シルクスクリーン、紙 90.3×65.0

版画 ミケランジェロ・ピストレット Untitled 1980年代 シルクスクリーン、ステンレス 50.0×40.0



美術作品の購入一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

版画 孫雅由 形態の消去又は距離の位置　C81-10 [R16]・ED20 1983
ドライポイント、板ぼかし、雁皮張り、ベ
ランアルシュ紙、雁皮紙

92.0×54.0

版画 孫雅由 間合いの配列  C89-03 1989 アクアチント、BFK紙 66.0×50.0

版画
アントニ・タピエス 、瀧口修
造

詩画集『物質のまなざし』 1975 リトグラフ、紙、詩画集
リトグラフ：各56.0×76.0
詩画集：43.0×63.0

版画 靉嘔 空になびく花 1956 リトグラフ、紙 77.0×54.0

版画 池田満寿夫他 詩画集『あんま』 1968 エッチング、他、紙 38.2×56.2

版画 O JUN 秋水 1996 リトグラフ、紙 各76.0×65.0

版画 浜口陽三 港 1951 メゾチント、紙 27.0×36.2

版画 浜田知明 幼なきキリスト 1951 エッチング、紙 18.9×17.7

版画 フランク・ステラ
Then came water and quenched the fire,Plate6 from
Illustrations after EI Lissitsky's Had Gadya

1982-84 リトグラフ、紙、コラージュ 136.8×130.7

版画 石井茂雄 不詳（虐殺の木） １９５８頃 エッチング、アクアチント、紙 36.0×44.7

版画 石井茂雄 不詳（しばられた男たち） １９５８頃 エッチング、アクアチント、紙 18.1×23.5

版画 石井茂雄 タレントたちＡ 1960 エッチング、アクアチント、紙 23.5×36.0

写真 ソフィ・カル
ダブル・ゲーム－服従     ／ＢとＣとＷの文字に従った
日々

1998 Cプリント 各額サイズ67.0×67.0
写真とテクストの
セット４点

写真 マン・レイ アンドレ・ドラン／ソラリゼーション 1928 ゼラチンシルバープリント 15.2×12.3

写真 マン・レイ ひとで 1928 ゼラチンシルバープリント 15.5×20.0

写真 マン・レイ マニーナ・ハリウッド 1940 ゼラチンシルバープリント 24.4×19.0

写真 マン・レイ レイヨグラフ（オリジナル） 1959 ゼラチンシルバープリント 29.9×23.8

写真 杉本博司 Baltic Sea, Rugen 1996 ゼラチンシルバープリント 65.5×83.5

写真 杉本博司 Baltic Sea, Rugen 1996 ゼラチンシルバープリント 65.5×83.5

写真 杉本博司 Baltic Sea, Rugen 1996 ゼラチンシルバープリント 65.5×83.5

写真 瑛九 芝居 1950 ゼラチンシルバープリント 44.6×53.3

写真 瑛九 顔２ 1950 ゼラチンシルバープリント 50.6×40.6

写真 榎倉康二 予兆のためのコレクション No.76-Skin 1975 ゼラチンシルバープリント、調色 44.5×156.0×6.0

写真 榎倉康二 予兆－海・肉体（P.W.-No.40） 1972 ゼラチンシルバープリント 16.1×24.5

写真 榎倉康二 予兆－鉛の塊・空間へ 1972 ゼラチンシルバープリント 19.0×24.0

写真 榎倉康二 P.W.-No.48 1972 ゼラチンシルバープリント 18.1×24.2

写真 榎倉康二 予兆－床・手（P.W.-No.51） 1974 ゼラチンシルバープリント 20.6×19.0

写真 榎倉康二 予兆－ビン・水（P.W.-No.52） 1974 ゼラチンシルバープリント 16.4×24.5

写真 榎倉康二 P.W.-No.55 1974 ゼラチンシルバープリント 19.1×19.0

写真 榎倉康二 STORY & MEMORY(P.W.-No.112) 1993 ゼラチンシルバープリント 15.7×24.0

写真 榎倉康二 STORY & MEMORY(P.W.-No.122) 1993 ゼラチンシルバープリント 15.7×24.0

写真 榎倉康二 STORY & MEMORY(P.W.-No.118) 1994 ゼラチンシルバープリント 15.3×23.5

写真 榎倉康二 STORY & MEMORY(P.W.-No.120) 1994 ゼラチンシルバープリント 18.4×23.5

写真 榎倉康二 P.W.-No.135 1994 ゼラチンシルバープリント 15.4×24.0

写真 木村友紀 タバコ♯2、山の大小 1999 Ｃプリント 120.0×354.0

デザイン 横尾忠則 TADANORI YOKOO 1965 シルクスクリーン 103.5×73.4

デザイン 横尾忠則 A LA MAISON DE M. CIVECAWA 1965 シルクスクリーン 103.5×73.3

デザイン 横尾忠則 都市とデザイン 1965 シルクスクリーン 104.2×73.8

デザイン 横尾忠則 眠りと犯しと落下と 1965 シルクスクリーン 105.4×75.0

デザイン 横尾忠則 終わりの美学 1966 シルクスクリーン 102.4×76.0

デザイン 横尾忠則 腰巻お仙 1966 シルクスクリーン 103.1×72.3

デザイン 横尾忠則 切断された小指に捧げるバラード 1966 シルクスクリーン 102.2×72.3

デザイン 横尾忠則 天井桟敷　定期会員募集 1967 シルクスクリーン 104.0×73.7

デザイン 横尾忠則 ジョン・シルバー 1967 シルクスクリーン 102.7×74.6

デザイン 横尾忠則 北亜米利加人物ヘンリーミラー像 1968 シルクスクリーン 103.6×73.7

デザイン 横尾忠則 続　ジョン・シルバー 1968 シルクスクリーン 102.5×74.0

デザイン 横尾忠則 由比正雪 1968 シルクスクリーン 100.4×71.5
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デザイン 横尾忠則 大山デブコの犯罪 1968 シルクスクリーン 107.0×74.7

デザイン 横尾忠則 新宿泥棒日記 1968 シルクスクリーン 99.8×71.5

デザイン 横尾忠則 毛布のマリー 1968 シルクスクリーン 105.0×75.3

デザイン 横尾忠則 能、繭の会 1969 シルクスクリーン 102.9×72.3

デザイン 横尾忠則 椿説弓張月 1969 シルクスクリーン 103.5×73.7

デザイン 横尾忠則 人力飛行ソロモン 1970 シルクスクリーン 101.4×71.4

デザイン 横尾忠則 土方巽燔犧大踏鑑 1970 シルクスクリーン 109.2×79.2

デザイン 横尾忠則 あほんだれ一代 1970 シルクスクリーン 104.0×72.6

デザイン 横尾忠則 文楽椿説弓張月 1971 シルクスクリーン 102.0×72.2

デザイン 横尾忠則 TADANORI YOKOO'82 1982 シルクスクリーン 180.0×113.5

デザイン 横尾忠則 新宿泥棒日記 1968 オフセット 71.7×51.4

デザイン 横尾忠則 続・これがアメリカだ 1968 オフセット 73.0×51.5

デザイン 横尾忠則 第６回東京国際版画ビエンナーレ 1968 オフセット 104.4×74.0

デザイン 横尾忠則 一米七〇糧のブルース 1968 オフセット 59.7×28.0

デザイン 横尾忠則 新網走番外地 1969 オフセット 73.0×51.7

デザイン 横尾忠則 マリリンモンロー性の実録 1969 オフセット 85.3×59.7

デザイン 横尾忠則 SOL BLACKEE 1969 オフセット 72.3×51.3

デザイン 横尾忠則 絵金属 1970 オフセット 103.6×73.3

デザイン 横尾忠則 横尾忠則全集展 1970 オフセット 102.9×73.0

デザイン 横尾忠則 TADANORI YOKOO 1970 オフセット 102.9×73.0

デザイン 横尾忠則 TADANORI YOKOO 1970 オフセット 102.4×72.3

デザイン 横尾忠則 TADANORI YOKOO 1970 オフセット 102.6×73.3

デザイン 横尾忠則 WONDERLAND 1971 オフセット 74.3×104.3

デザイン 横尾忠則 ART NOW 1971 オフセット 72.7×51.6

デザイン 横尾忠則 横尾忠則全集 1971 オフセット 59.4×41.1

デザイン 横尾忠則 ＹＵＭＥＹＡ 1971 オフセット 51.8×37.3

デザイン 横尾忠則 ＳＴＯＮＥ 音響標定 1974 シルクスクリーン 103.4×73.2

デザイン 横尾忠則 谷内六郎さんの展覧会 1981 シルクスクリーン 103.0×73.2

デザイン 横尾忠則 ＪＡＳＲＡＣ 1988 シルクスクリーン 103.0×72.9

デザイン 横尾忠則 戦後文化の軌跡1945-1995 1995 シルクスクリーン 103.0×72.6

デザイン 横尾忠則 LACHAPELLE LAND 1996 シルクスクリーン 97.3×72.5

デザイン 横尾忠則 LACHAPELLE LAND 1996 シルクスクリーン 96.0×74.3

デザイン 横尾忠則 SHIRO KURAMATA 1996 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 Once Upon A Time 1996 シルクスクリーン 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 氷川神社 1996 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 Ｆｉｒｓｔ Ｐｌａｎｎｉｎｇ 1996 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 Wｅｄｄｉｎｇ 1996 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 日の本の猫 1996 シルクスクリーン 103.4×72.9

デザイン 横尾忠則 資生堂オイデルミン 1997 シルクスクリーン 103.3×72.9

デザイン 横尾忠則 おけら会 1997 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 寂庵 1997 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 Ｆｕｊｉ ＴＡＲＺＡＮ 1997 シルクスクリーン 103.2×72.9

デザイン 横尾忠則 ＭＩＬＫ 1997 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 ＣＩＧＡＲ ＣＬＵＢ 1997 シルクスクリーン 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 川島織物 1997 シルクスクリーン 103.4×72.8

デザイン 横尾忠則 福岡ダイエーホークス 1997 シルクスクリーン 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 ＴＡＫＥＯ 1997 シルクスクリーン 103.1×72.8
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デザイン 横尾忠則 ＯＦＦ ＤＥＳＩＧＮ 1997 シルクスクリーン 103.2×72.9

デザイン 横尾忠則 ＯＫＡＢＥ ＳＩＬＫＳＣＲＥＥＮ ＳＴＵＤＩＯ 1997 シルクスクリーン 103.0×72.7

デザイン 横尾忠則 ＫＯＮＯＩＫＥ ＴＲＡＮＳＰＯＲＴＡＴＩＯＮ Ｃｏ．,Ｌｔｄ． 1997 シルクスクリーン 103.1×72.7

デザイン 横尾忠則 ＮＦＣ 1997 シルクスクリーン 103.2×72.9

デザイン 横尾忠則 ＢＥＡＭＳ 1997 シルクスクリーン 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 巌流島 1997 シルクスクリーン 103.0×72.9

デザイン 横尾忠則 美夜古 1997 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 すみだトリフォニーホール 1997 シルクスクリーン 103.2×73.1

デザイン 横尾忠則 ＣＨＲＯＭＥ ＨＥＡＲＴＳ 1997 シルクスクリーン 103.0×72.7

デザイン 横尾忠則 高崎芸術短期大学 1997 シルクスクリーン 103.2×72.9

デザイン 横尾忠則 Ｐｒｉｍｅｒａ Ｃａｍｉｎｏ ＷＡＧＯＮ 1997 シルクスクリーン 103.4×72.9

デザイン 横尾忠則 素箋烏尊 1998 シルクスクリーン 103.2×72.5

デザイン 横尾忠則 第１８回ジャパンカップ 1998 シルクスクリーン 103.4×72.8

デザイン 横尾忠則 櫻木神社 1998 シルクスクリーン 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 ＣＡＴ ＳＴＥＡＶＥＮＳ 1972 オフセット 103.4×73.4

デザイン 横尾忠則 ＥＭＡＳＯＮ ＬＡＫＥ ＆ ＰＡＬＭＥＲ 1972 オフセット 105.5×75.0

デザイン 横尾忠則 ＧＲＥＥＴＩＮＧ 1972 オフセット 102.9×73.0

デザイン 横尾忠則 江戸のデザイン 1972 オフセット 72.2×49.8

デザイン 横尾忠則 ＴＨＥ ＢＥＡＴＬＥＳ 1972 オフセット 103.2×73.9

デザイン 横尾忠則 ＰＬＡＹ ＭＡＰ 1972 オフセット 83.1×59.3

デザイン 横尾忠則 横尾忠則近作展 1973 オフセット 103.0×68.3

デザイン 横尾忠則 禅　瞑想 1973 オフセット 82.5×55.1

デザイン 横尾忠則 君も必ず地獄に行く 1973 オフセット 84.1×59.6

デザイン 横尾忠則 Ｊｅｓｕｓ Ｃｈｒｉｓｔ 1973 オフセット 102.4×72.8

デザイン 横尾忠則 タンカ展 1973 オフセット 94.0×70.8

デザイン 横尾忠則 ＦＬＵＳＨ ＣＯＮＣＥＲＴ 1973 オフセット 103.0×73.2

デザイン 横尾忠則 ＧＲＡＰＨＩＣ４ 1974 オフセット 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 ＴＡＤＡＮＯＲＩ ＹＯＫＯＯ 1974 オフセット 95.0×63.8

デザイン 横尾忠則 ＧＲＥＥＴＩＮＧ（赤） 1974 オフセット 103.5×73.8

デザイン 横尾忠則 ＰＯＳＴＥＲ ＯＦ ＰＯＳＴＥＲ 1974 オフセット 104.6×74.6

デザイン 横尾忠則 ＧＯＲＯ 1974 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 ＨＡＩＺＵＫＡ 1974 オフセット 103.2×73.2

デザイン 横尾忠則 グラフィックイメージ’７４ 1974 オフセット 72.5×103.0

デザイン 横尾忠則 グラフィック４ 1974 オフセット 103.4×73.3

デザイン 横尾忠則 ＯＮＥ ＳＴＥＰ ＦＥＳＴＩＶＡＬ 1974 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＳＡＮＴＡＮＡ ＬＯＴＵＳ 1974 オフセット 102.9×73.0

デザイン 横尾忠則 ＫＥＮＪＩ 1974 オフセット 102.9×72.8

デザイン 横尾忠則 ＴＡＫＥＤＡ ＦＯＲ ＭＥＮ 1974 オフセット 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 片岡秀太朗 1974 オフセット 103.2×71.7

デザイン 横尾忠則 超能力探検 1974 オフセット 72.8×51.7

デザイン 横尾忠則 Ｔ．ＹＯＫＯＯ 1974 オフセット 103.0×72.9

デザイン 横尾忠則 初国知所之天皇リフレイン 1974 オフセット 103.4×72.9

デザイン 横尾忠則 横尾忠則新作展 1974 オフセット 73.1×51.9

デザイン 横尾忠則 第１１回現代日本美術展 1975 オフセット 103.2×68.4

デザイン 横尾忠則 茅ヶ崎心中 1975 オフセット 83.2×58.8

デザイン 横尾忠則 ＢＬＯＷ ＵＰ ＨＩＤＥＫＩ 1975 オフセット 102.9×72.9

デザイン 横尾忠則 美麗秀逸 1975 オフセット 99.8×64.3



美術作品の購入一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

デザイン 横尾忠則 ＳＣＩＥＮＣＥ ＦＩＣＴＩＯＮＳ MOVIE 1975 オフセット 56.4×41.6

デザイン 横尾忠則 屋島 1975 オフセット 103.5×72.9

デザイン 横尾忠則 横尾忠則個展 1975 オフセット 102.7×72.4

デザイン 横尾忠則 国枝史郎伝奇文庫 1976 オフセット 59.4×42.4

デザイン 横尾忠則 ミラレパ 1976 オフセット 72.8×52.1

デザイン 横尾忠則 スワノセ 1976 オフセット 73.0×51.5

デザイン 横尾忠則 ダルチモン 1976 オフセット 103.0×73.5

デザイン 横尾忠則 ダルチモン 1976 オフセット 103.3×73.0

デザイン 横尾忠則 インド・ネパール精神世界への旅 1976 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 ＥＡＲＴＨ，ＷＩＮＤ ＡＮＤ ＦＩＲＥ 1976 オフセット 102.8×72.7

デザイン 横尾忠則 西郷隆盛百年展 1976 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＴＡＮＧＥＲＩＮＥ ＤＲＥＡＭ 1976 オフセット 84.0×59.3

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ 1976 オフセット 103.0×72.8

デザイン 横尾忠則 ＡＭＮＥＳＴＹ ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ 1976 オフセット 82.7×61.3

デザイン 横尾忠則 ＳＡＨＲＡ ＡＲＴ 1976 オフセット 103.2×73.3

デザイン 横尾忠則 麻布大観音 1977 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＬＡＳＥＲＩＵＭ 1977 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 カルパタル大祭 1977 オフセット 73.6×52.5

デザイン 横尾忠則 ＨＡＩＺＵＫＡ ＰＲＩＮＴＩＮＧ 1977 オフセット 103.3×73.4

デザイン 横尾忠則 佛母寺 1977 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 南へ遠く 1977 オフセット 72.5×51.7

デザイン 横尾忠則 ダルチモン 1977 オフセット 103.2×73.7

デザイン 横尾忠則 明治大正図誌 1978 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 コーリューの方船 1978 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＭＳ－８ 1978 オフセット 103.0×73.4

デザイン 横尾忠則 ＣＯＣＨＩＮ ＭＯＯＮ 1978 オフセット 103.1×72.9

デザイン 横尾忠則 ＡＮＴＩＱＵＥ ＭＡＲＫＥＴ ＯＰＥＮ！ 1978 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 チベット密教壁画 1978 オフセット 103.2×72.8

デザイン 横尾忠則 きもの元年 1978 オフセット 103.1×72.9

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ 1978 オフセット 103.0×73.1

デザイン 横尾忠則 ＧＲＥＥＴＩＮＧ ＨＡＩＺＵＫＡ 1978 オフセット 103.6×73.0

デザイン 横尾忠則 ＫＥＮ ＴＡＫＡＫＵＲＡ 1978 オフセット 70.0×50.5

デザイン 横尾忠則 シマヤだしの素 1978 オフセット 72.9×51.9

デザイン 横尾忠則 二百三高地 1978 オフセット 101.6×72.1

デザイン 横尾忠則 ＴＨＥ ＰＬＡＮＥＴＳ 1979 オフセット 72.8×51.6

デザイン 横尾忠則 アクエリアス時代の子 1979 オフセット 73.5×52.4

デザイン 横尾忠則 ＧＯＯＤ ＭＯＲＮＩＮＧ 1979 オフセット 103.3×72.9

デザイン 横尾忠則 雲井時鳥国 1979 オフセット 103.4×73.1

デザイン 横尾忠則 マヌエル・アルムダンス公演 1979 オフセット 73.0×51.8

デザイン 横尾忠則 シマヤだしの素 1979 オフセット 73.2×51.7

デザイン 横尾忠則 ＫＡＮＯＸ 1979 オフセット 103.2×72.9

デザイン 横尾忠則 源氏物語 1979 オフセット 103.4×73.0

デザイン 横尾忠則 ＡＬＤＥＢＡＲＡＮ Ｒｅｓｔａｕｒａｎｔ 1979 オフセット 103.4×72.9

デザイン 横尾忠則 ３０ ＣＯＭＰＡＮＩＥＳ ＰＯＳＴＥＲ 1979 オフセット 102.9×73.2

デザイン 横尾忠則 Ｐ７９ ＯＮＥ ＷＯＲＬＤ ＰＯＥＴＲＹ，ＡＭＳＴＥＲＤＡＭ 1979 オフセット 95.3×64.0

デザイン 横尾忠則 熱帯樹 1980 オフセット 73.0×51.6

デザイン 横尾忠則 ＢＬＵＥ ＩＭＰＵＬＳＥ 1980 オフセット 103.1×72.5



美術作品の購入一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

デザイン 横尾忠則 幸福号出帆 1980 オフセット 103.3×73.0

デザイン 横尾忠則 ＭＩＬＡＮＯ：５ 1980 オフセット 103.4×72.9

デザイン 横尾忠則 ＭＩＬＡＮＯ ＩＮ ＪＡＰＡＮ 1980 オフセット 103.3×72.8

デザイン 横尾忠則 ＦＲＥＥＤＯＭ’８０ 1980 オフセット 73.0×51.8

デザイン 横尾忠則 横尾忠則展覧会 1980 オフセット 103.1×72.7

デザイン 横尾忠則 ＭＡＮＵＥＬ ＡＬＵＭ/ＭＡＤＥ ＩＮ ＪＡＰＡＮ 1980 オフセット 70.0×49.8

デザイン 横尾忠則 横尾忠則ドローイングと木版画展 1981 オフセット 103.2×73.1

デザイン 横尾忠則 聖典世界を行く 1981 オフセット 103.5×73.2

デザイン 横尾忠則 ＬＯＶＥ  ＪＯＨＮ ＬＥＮＮＯＮ 1981 オフセット 103.5×73.3

デザイン 横尾忠則 ＫＡＯＲＩ 1982 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 生きている小平次 1982 オフセット 72.7×51.5

デザイン 横尾忠則 世界のポスター１０人展 1982 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＳＨＩＳＥＩＤＯ 1982 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 ＨＯＵＳＥ ＩＮＤＩＡＮ ＣＵＲＲＹ 1982 オフセット 103.1×73.0

デザイン 横尾忠則 緑十字軍 1982 オフセット 103.0×74.0

デザイン 横尾忠則 緑十字軍 1982 オフセット 103.0×74.2

デザイン 横尾忠則 緑十字軍 1982 オフセット 102.9×74.2

デザイン 横尾忠則 緑十字軍 1982 オフセット 103.2×74.0

デザイン 横尾忠則 緑十字軍 1982 オフセット 103.1×74.1

デザイン 横尾忠則 ＢＯＷ ＷＯＷ ＷＯＷ 1982 オフセット 103.0×73.3

デザイン 横尾忠則 ＪＯＩＮ ＵＳ！ ＪＡＧＤＡ 1982 オフセット 104.8×74.6

デザイン 横尾忠則 ＭＵＬＴＩ ＣＯＬＯＲＥＤ ＷＯＭＡＮ 1982 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 ＫＩＤＮＡＰＩＮＧ ＢＬＵＥＳ 1982 オフセット 103.2×73.3

デザイン 横尾忠則 横尾忠則版画・ドローイング展 1982 オフセット 102.8×73.0

デザイン 横尾忠則 ＪＡＰＡＮ Ｅｘｈｉｂｉｔｉｏｎ 1983 オフセット 100.1×62.0

デザイン 横尾忠則 ＣＨＡＲＩＶＡＲＩ 1983 オフセット 99.3×72.3

デザイン 横尾忠則 ＴＡＤＡＮＯＲＩ ＹＯＫＯＯ 1983 オフセット 88.9×59.3

デザイン 横尾忠則 ＫＵＫＡＩ 1984 オフセット 103.3×73.0

デザイン 横尾忠則 プラディープ物語 1984 オフセット 88.2×62.3

デザイン 横尾忠則 横尾忠則の世界展 1984 オフセット 72.7×51.8

デザイン 横尾忠則 ＵＮＩＶＥＲＳＩＡＤＥ ＫＯＢＥ’８５ 1984 オフセット 102.9×73.0

デザイン 横尾忠則 横尾忠則と西脇展 1984 オフセット 75.0×52.7

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ ＢＯＤＹ ＷＯＲＫＳ 1985 オフセット 76.5×51.7

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ ＢＯＤＹ ＷＯＲＫＳ 1985 オフセット 76.7×51.7

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ ＢＯＤＹ ＷＯＲＫＳ 1985 オフセット 76.5×51.7

デザイン 横尾忠則 ＩＳＳＥＹ ＭＩＹＡＫＥ ＢＯＤＹ ＷＯＲＫＳ 1985 オフセット 76.4×51.8

デザイン 横尾忠則 日本へそ公園駅開業 1985 オフセット 102.6×73.0

デザイン 横尾忠則
ＴＡＤＡＮＯＲＩ ＹＯＫＯＯ ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ"ＣＥＲＡＭＩＣ Ａ
ＮＤ ＶＩＤＥＯ ＡＲＴ ＷＩＴＨ ＬＩＳＡ ＬＹＯＮ"

1985 オフセット 103.2×73.0

デザイン 横尾忠則 １００ ＰＬＡＫＡＴＥ １９６５－１９８３ 1985 オフセット 103.4×73.0

デザイン 横尾忠則 横尾忠則と神戸展 1985 オフセット 73.5×52.0

デザイン 横尾忠則
８５ ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ ＯＦ ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＩＯ
Ｎ，ＴＡＤＡＮＯＲＩ ＹＯＫＯＯ’Ｓ

1985 オフセット 103.0×73.0

デザイン 横尾忠則 嵯峨御流いけばな 1985 オフセット 103.1×72.8

デザイン 横尾忠則 横尾忠則　三宅一生をデザインする 1985 オフセット 72.2×51.6

デザイン 横尾忠則 ＭＥＳＳＡＧＥ ＦＲＯＭ ＴＯＫＹＯ 1986 オフセット 84.3×59.2

デザイン 横尾忠則 横尾忠則　音楽をデザインする 1986 オフセット 73.1×52.0

デザイン 横尾忠則 ＴＯＫＹＯ：ＦＯＲＭ ＡＮＤ ＳＰＩＲＩＴ 1986 オフセット 91.3×73.6

デザイン 横尾忠則 魔笛 1987 オフセット 102.9×72.8



美術作品の購入一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

デザイン 横尾忠則 横尾忠則展 1987 オフセット 103.1×73.2

デザイン 横尾忠則 病める舞姫 1987 オフセット 103.1×72.8

デザイン 横尾忠則 ＰＬＥＩＮＳ ＦＥＵＸ ＳＵＲ ＬＥ ＪＡＰＯＮ ＰＡＲＩＳ １９８７ 1987 オフセット 103.1×72.8



美術作品の寄贈一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 作品名 制作年 材質・形状 寸法（㎝） 備考

洋画 孫雅由 現れるものしずみゆくもの　OC79-05 [R4] 1976-78 油彩、キャンバス 53.0×53.0

洋画 孫雅由 色の位置OC91-15 1991 油彩、綿布 194.0×533.0  

洋画 孫雅由 マリンブルー イン ブルー又は空間の間合い AC99-20 1999 木炭、顔料、アクリルメディウム、綿布 194.0×391.5

水彩・素描 藤田嗣治 婦人像 1930 鉛筆、水彩、紙 52.5×35.3

水彩・素描 文承根 作品 1980 水彩、紙 56.5×74.0

水彩・素描 文承根 作品 1980 水彩、紙 56.5×74.3

水彩・素描 文承根 作品 1980 水彩、紙 48.3×68.0

水彩・素描 文承根 作品 1980 水彩、紙 48.3×68.2

水彩・素描 文承根 作品 1981 水彩、紙 66.3×91.0

写真 フランソワ・ルネ・ロラン ブルトンと瀧口修造 1958/93 ゼラチンシルバープリント 24.7×16.8

写真 マン・レイ マルセル・デュシャン、星形の剃髪 1919/75 ゼラチンシルバープリント 37.4×27.4

写真 マン・レイ 埃の培養 1920/77 ゼラチンシルバープリント 21.1×37.5

写真 マン・レイ 「回転ガラス板」のマルセル・デュシャン 1920/75 ゼラチンシルバープリント 35.5×25.8

写真 マン・レイ デュシャンのアトリエにて、「回転ガラス板」 1920/75 ゼラチンシルバープリント 28.7×22.5

写真 マン・レイ デュシャンのアトリエにて、「回転半球」 1920頃/80頃 チバクロームプリント 30.2×22.8

写真 マン・レイ マルセル・デュシャン、ローズ・セラヴィ 1921/75 ゼラチンシルバープリント 32.4×24.6

写真 マン・レイ マルセル・デュシャン 1921/75 ゼラチンシルバープリント 35.5×25.9

写真 マン・レイ 醒めてみる夢の会 1924/80 ゼラチンシルバープリント 28.0×36.4

教育資料 浜口陽三 「蝶と葉」原版 1972 銅板 各9.0×10.0 ４枚組

教育資料 浜口陽三 「蝶と葉」試刷り色指定 1972 カラー・メゾチント、色指定の書き込み、紙 紙寸25.0×25.0 　

教育資料 浜口陽三 「蝶と葉」キャンセル・プルーフ 1972 カラー・メゾチント、紙 紙寸25.0×25.0 　



修理した美術作品の一覧（平成１４年度）
館名：国立国際美術館

種別 作者名 備考

《Cycle-90°RIII》１９９２年 摩耗部品の交換、

汚れの除去

彫刻 森口宏一 《Facade》１９７９年 表面の錆と汚れの除去

版画 Ｏ　ＪＵＮ 《臍の図》（「花・ＴＶ・コップ」より）１９９８年 染みの除去

版画 瀧口修造 《マルセル・デュシャン語録》１９６８年 汚れの除去、接着剤の除去

版画
瀧口修造、北川民次、
瑛九、泉茂、加藤正、
刀根山光人、青原俊子

詩画集《スフィンクス》１９５４年 汚れの除去、紙の補修

彫刻 マルセル・デュシャン 《トランクの中の箱》１９３６～４１年 汚れの除去、紙の補修

彫刻 李　禹煥 錆の除去

彫刻 ヘンリー・ムア 《ナイフ・エッジ》１９６１年 汚れの除去、保護剤の塗布

版画
瀧口修造、アントニ・タ
ピエス

詩画集《物質のまなざし》１９７５年 紙に付着のテープ（のり）の除去
等

彫刻 松本　薫

《関係項－ふたつの石とふたつの鉄》１９７８（９０）年

作品名



名　　　称 研究者名 備　　　考

『関西モダンデザイン前史』
中央公論美術出版
『2000年度サントリー文化財団
研究報告書』
『今竹七郎とその時代』　誠文
堂新光社
『デザイン理論』41号意匠学会

館蔵品紹介

宮島久雄 『カンディンスキー展』図録　カ
サハラ画廊

中西博之 館蔵品紹介

館蔵品紹介

『現代美術を知る　クリティカ
ル・ワーズ』　暮沢剛巳編　フィ
ルムアート社

共著

『非人間的なもの』ジャン＝フ
ランソワ・リオタール（仏文和
訳）法政大学出版局

共訳

　『美術手帖』2002年9月号
美術出版社

館蔵品紹介

名　　　称 研究者名 備　　　考

福嶋敬恭に関する
調査研究

安來正博 作家及び作品紹介

イタリア抽象絵画
に関する調査研究

中井康之 作家及び作品紹介

日本及び韓国の女
性現代美術作家に
関する調査研究

加須屋明子 作家及び作品紹介

浜口陽三に関する
調査研究

三木哲夫

「２０世紀版画の巨匠　浜口陽
三展」図録

国立国際美術館月報　No.115

文化庁月報　No.403

研究成果の公開（発表誌等）

「福嶋敬恭　こころの中のこころ
MIND  OF  UNIVERSE」展図録

国立国際美術館月報　No.119

『「パリと私－浜口陽三著述集』

月刊マナビィ　2002年4月号

「イタリア抽象絵画の巨匠　アフ
ロ　ブッリ　フォンタナ」展図録
国立国際美術館月報　No.117

「いま、話そう　日韓現代美術
展」図録

研究成果の公開（発表誌等）

国立国際美術館月報　No.125

『WALK』45号(2002年８月号)
水戸芸術館ACM劇場

国立国際美術館月報　No.118

国立国際美術館月報　No.123

国立国際美術館月報　No.126

調査研究一覧 　　　　　　　　　館名：国立国際美術館

１．現代美術の調査研究
内　　　　　容

日本の現代美術の
調査研究

宮島久雄 『関西モダンデザイン前史』著

「大阪・町の図案家」

「原点は「素描教室」」

「「活動文字」は大阪生まれ」

安來正博 「タイガー立石《荒野の用心棒》」

「ホンネで語ろう-日本の美術館の
現状-」

海外の現代美術の
研究

「カンディンスキーと抽象絵画」

「トニー・アウスラー《空気寒栓
症》」

「ダニエル・ビュレン《定まらない
フォルムの絵画》」

平芳幸浩 『現代美術を知る　クリティカル・
ワーズ』共著

『非人間的なもの』ジャン＝フラン
ソワ・リオタール（仏文和訳）共訳

「曽根裕　ダブルリバー島への旅」

「マルセル・デュシャン
《L.H.O.O.Q》」

２．展覧会のための調査研究
内　　　　　容

「福嶋敬恭‐その動態としての芸術
家像｣

｢年譜・文献目録｣

「福嶋敬恭《Blue  Dots》」

「福嶋敬恭　こころの中のこころ
MIND  OF  UNIVERSE」

「福嶋敬恭　こころの中のこころ」

「ブッリ：制作の論理」

「アルベルト・ブッリ《袋》」

「「他者理解」について　－日韓現
代美術展に寄せて－」

「チャン・ヨンヘ・へヴィー・インダス
トリーズ《オリエント》」

『「パリと私－浜口陽三著述集』編
著
「浜口陽三年譜」



中井康之 「２０世紀版画の巨匠　浜口陽
三展」図録

作家及び作品紹介

畠山直哉に関する
調査研究

島　敦彦 作家及び作品紹介

連続と侵犯展に関
する調査研究

平芳幸浩 作家及び作品紹介

安斎重男に関する
調査研究

加須屋明子 作家及び作品紹介

名　　　称 研究者名 備　　　考

科学研究費補助金
による調査研究

加須屋明子 萌芽的研究、継続

基盤研究　分担者

名　　　称 研究者名 備　　　考

宮島久雄 講演

日本映像学会第28回大会
2002年6月2日　早稲田大学

研究発表

講評、講演

「「現代美術とジェンダー」ジェ
ンダーの視線Part2　～現代美
術・異文化・組織～」2002年７

講演

講演

講演

シンポジウム

研究成果の公開（発表の場所）

「食間の光景／食間の廃景」
2003年２月16日　八戸市美術
館（青森）

「「写真の鑑賞術－女と男の「思
い込み」を問いなおす－」2003
年２月８日　西成青少年会館
（大阪）

国立国際美術館月報　No.122

国立国際美術館月報　No.124

「目撃者　安斎」展図録

国立国際美術館月報　No.120

2002年度科学研究費補助金
（代表　岩城見一）

「「写真の鑑賞術－女と男の「思
い込み」を問いなおす－」2003
年２月１日　西成青少年会館
（大阪）

京都国立近代美術館　2002年6
月15日

｢第23回国際インパクトアート
フェスティバル｣　2002年8月19
日　京都市美術館

経費の種別

2002年度科学研究費補助金

「畠山直哉写真展」図録

「浜口陽三参考文献」

「浜口陽三の色彩論」

浜口陽三《パリの屋根》

「畠山直哉　もののなりゆき、こと
のなりゆき」

「畠山直哉　等高線」

「ロラン・フレクスナー《無題》」

"Shigeo Anzai: swiadek sztuki
wspolczesnej"

３．科学研究費補助金による調査研究
内　　　　　容

「ポストメディア論－電子時代にお
ける芸術作品－」
「四大（地・水・火・風）の感性論」

４．講演会・セミナー
内　　　　　容

｢カンディンスキー　色彩の響き｣

安來正博 ｢瑛九のフォトグラムにおける絵画
と写真の関係について｣

｢第23回国際インパクトアートフェ
スティバル｣　に際して

加須屋明子 「現代美術とジェンダー」ジェン
ダーの視線Part2　～現代美術・異
文化・組織～」

第一回「写真を「鑑賞する」と
は？」

第二回「写真の中のジェンダー」」

「食間の光景／食間の廃景」


